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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　

二　
「
南
越
雑
話
」
中
巻
―
翻
刻
と
現
代
語
訳
―

　
　
　

中
巻
―
自
序

南
越
雑
話
後
編
自
序

予
か
父
純
粋
叔
さ
き
に
南
越
雑
話
を
著
し
て
予
に
示
す
、予
謹
て
是
を
み
る
に
、

往
時
を
知
る
事
多
し
、
な
ん
ぞ
か
く
の
こ
と
く
、
父
の
子
を
愛
す
る
事
の
厚
き

や
、
予
も
又
父
の
志
を
継
て
、
年
来
の
耳
の
底
に
聞
た
め
し
事
を
穿
出
し
て
、

後
編
を
な
す
、
其
志
我
党
の
童
蒙
に
示
さ
ん
と
欲
す
る
の
み
、
し
か
り
と
い
へ

と
も
、
予
も
と
よ
り
文
盲
な
れ
は
、
文
章
を
綴
る
に
才
た
ら
す
、
且
其
実
偽
を

訂
さ
ん
と
す
る
に
暇
な
し
、
只
聞
ま
ゝ
に
記
し
ぬ
、
見
る
人
こ
れ
を
訂
さ
は
、

甚
幸
な
ら
む

　

于
時
明
和
九
年
次
壬
辰
初
秋
之
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
和
堂　
　
　
　
　
　
　
　

村
氏
暢

［
校
訂
］

　

①
あ
つ
き
→
⑤
厚
き　

①
つ
ぎ
て
→
⑤
継
て　

①
し
め
さ
ん
と
→
⑤
示
さ
ん
と　

①
い

と
ま
な
し
→
⑤
暇
な
し

［
注
釈
］

　

○
予
…
後
編
の
作
者
で
あ
る
福
井
藩
士
の
村
田
氏
暢（
雲
和
堂
）。
氏
暢
に
つ
い
て
は「「
南

越
雑
話
」（
一
）
―
翻
刻
と
現
代
語
訳
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
六
二
巻
一
号
）
参
照
。

○
父
純
粋
叔
…
氏
暢
の
父
で
、村
田
氏
純
の
こ
と
。
氏
純
に
つ
い
て
も「「
南
越
雑
話
」（
一
）

―
翻
刻
と
現
代
語
訳
―
」
参
照
。
○
南
越
雑
話
…
「
南
越
雑
話 

前
編
」
の
こ
と
。
○
童

蒙
…
ま
だ
幼
く
て
物
の
道
理
の
暗
い
者
。
子
ど
も
。
○
文
盲
…
文
字
の
読
み
書
き
が
で

き
な
い
こ
と
。
無
学
な
こ
と
。
も
の
を
知
ら
な
い
こ
と
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

私
の
父
で
あ
る
純
粋
叔
（
氏
純
）
が
先
に
『
南
越
雑
話
』
を
著
し
て
、
私
に
示
し

た
。
私
は
謹
ん
で
こ
の
『
南
越
雑
話
』
を
み
る
と
、
か
つ
て
の
事
を
知
る
こ
と
が
多
い
。

な
ん
と
父
が
子
を
愛
す
る
事
は
あ
つ
き
こ
と
だ
ろ
う
か
。
私
も
ま
た
父
の
志
を
継
い
で
、

「
南
越
雑
話
」（
五
）　
―
翻
刻
と
現
代
語
訳
―

「
南
越
雑
話
」
輪
読
会
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

年
来
こ
れ
ま
で
耳
の
底
に
た
ま
っ
た
こ
と
を
掘
り
出
し
て
、
後
編
を
著
す
。
そ
の
志
は

我
が
一
党
の
幼
き
子
ど
も
た
ち
に
示
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
。
と
は
い
え
、
私
は

も
と
も
と
無
学
で
文
章
を
綴
る
才
能
も
足
ら
な
い
。
そ
の
話
の
真
偽
を
校
訂
し
よ
う
と

す
る
の
に
、
と
て
も
暇
が
な
い
。
た
だ
聞
く
ま
ま
に
記
す
。
見
る
人
が
こ
れ
を
校
訂
し

て
く
れ
れ
ば
、
と
て
も
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

明
和
九
年
次
壬
辰
初
秋
之
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
和
堂　
　

村
田
氏
暢

�

（
角　

明
浩
）

　
　
　

中
巻
―
第
一
話

一
忠
昌
公
江
戸
龍
ノ
口
ノ
邸
ニ
テ
祇
園
会
御
見
物
ノ
事
ア
リ
シ
ニ
、
御
屋
敷
前

ニ
材
木
ノ
積
ア
リ
シ
上
ヘ
、
見
物
ノ
貴
賤
攀ヨ

ジ

登
リ
、
御
目
通
ノ
障
リ
ト
ナ
リ

シ
故
ニ
、警
固
ノ
足
軽
棒
ヲ
振
テ
是
ヲ
制
ス
、皆
々
恐
レ
テ
立
退
ク
、時
ニ
袴
・

羽
織
ヲ
着
シ
羅ア

ミ
ガ
サ笠

ヲ
引
カ
ヅ
キ
、
一
僕
ヲ
具
シ
タ
ル
侍
ア
リ
、
倶
ニ
下ヲ

リ

テ
立

去
シ
ガ
、
立
帰
リ
、
羅
笠
ヲ
ヌ
ギ
、
足
軽
ニ
向
テ
云
、
我
ラ
汝
ノ
輩
カ
棒
ニ

恐
レ
テ
立
去
ニ
ア
ラ
ズ
、
御
目
通
ヲ
恐
ル
ヽ
ノ
ミ
ト
云
テ
去
、
其
ア
リ
サ
マ

長
高
ク
シ
テ
髯ヒ

ゲ

ア
リ
、
威
有
テ
猛
ナ
ラ
ズ
、
容
貌
堂
々
タ
リ
、
忠
昌
公
亭
中

ヨ
リ
御
覧
ナ
サ
レ
、
是
尋
常
ノ
人
ナ
ラ
ズ
、
名
ヲ
尋
ヌ
ベ
シ
ト
テ
、
近
習
ノ

侍
ヲ
シ
テ
追
テ
其
性
名
ヲ
問
ハ
シ
メ
ラ
ル
、
名
モ
ナ
キ
者
ナ
リ
ト
、
謙
退
シ

テ
答
ズ
、
推
テ
是
ヲ
問
、
長
谷
川
半
右
衛
門
ト
云
浪
士
ナ
リ
ト
答
ス
、
近
習

ノ
士
帰
テ
此
旨
ヲ
申
上
ル
、　

忠
昌
公
再
ヒ
人
ヲ
シ
テ
是
ヲ
召
テ
云
ク
、
仕

官
ノ
望
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
、
召
抱
ラ
ル
ベ
キ
ト
ナ
リ
、
半
右
衛
門
諾タ

ク

ス
、
又
禄

ノ
望
ア
リ
ヤ
ト
問
セ
ラ
ル
、
答
テ
云
、
臣
兼
テ
千
石
ヨ
リ
少
禄
ニ
テ
ハ
、
仕

官
ノ
望
ナ
カ
リ
シ
カ
ト
モ
、
御
家
柄
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
夫
ヨ
リ
少
禄
ヲ
玉
ハ
ル

ト
モ
辞
セ
ジ
、
爰
ニ
於
テ
、
八
百
石
ヲ
玉
ハ
リ
、
即
座
ニ
召
抱
ラ
ル
、
果
シ

テ
武
田
ノ
兵
学
ニ
達
ス
ル
士
ナ
リ
、
忠
昌
公
人
ヲ
知
リ
玉
フ
事
神
ノ
如
シ

［
校
訂
］

　

①
フ
リ
テ
→
⑤
振
テ　

①
ヲ
リ
テ
→
⑤
下
テ

［
注
釈
］

　

○
江
戸
龍
ノ
口
ノ
邸
…
福
井
藩
の
江
戸
上
屋
敷
。
江
戸
に
お
け
る
福
井
藩
の
上
屋
敷
は
、

麹
町
屋
敷
→
龍
ノ
口
屋
敷
→
浜
町
屋
敷
→
常
盤
橋
屋
敷
と
変
遷
を
重
ね
る
が
、
龍
ノ
口

屋
敷
は
江
戸
城
大
手
門
を
出
た
東
正
面
に
拝
領
し
た
屋
敷
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

の
江
戸
大
火
で
焼
失
し
、代
わ
り
に
浜
町
屋
敷
を
拝
領
。
そ
の
後
、正
徳
三
年（
一
七
一
三
）

以
降
は
幕
末
ま
で
常
盤
橋
屋
敷
が
上
屋
敷
で
あ
っ
た
（
吉
田
純
一
「
福
井
藩
の
江
戸
屋

敷
に
関
す
る
研
究
」
一
九
九
三
年
度
科
学
研
究
助
成
事
業
、
福
井
工
業
大
学
）。
○
祇
園

会
…
祇
園
祭
。
本
来
は
京
都
の
祇
園
社
（
現
在
の
八
坂
神
社
）
の
祭
礼
だ
が
、
各
地
の

城
下
町
に
波
及
し
て
、「
祇
園
祭
」（
祇
園
会
）
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
京
都
の
祇
園
社

と
同
じ
く
牛
頭
天
王
や
ス
サ
ノ
オ
を
祀
る
寺
社
祭
礼
の
総
称
と
し
て
定
着
。
江
戸
の
祭

礼
を
記
し
た
『
東
都
歳
時
記
』
に
は
、
小
塚
原
の
牛
頭
天
王
、
品
川
牛
頭
天
王
は
じ
め
、

素
戔
嗚
命
や
牛
頭
天
王
を
祀
る
神
社
で
の
六
月
の
祭
礼
が
書
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

文
の「
祇
園
会
」も
そ
の
ひ
と
つ
か
。
○
羅
笠
…
被
り
笠
の
ひ
と
つ
。
編
笠
。
菅
や
藺
草
、

木
や
竹
の
皮
な
ど
で
編
ん
で
作
っ
た
笠
の
総
称
。
日
よ
け
あ
る
い
は
顔
を
隠
す
た
め
に

用
い
た
。
○
僕
…
し
も
べ
。
下
男
。『
日
葡
辞
書
』
に
は
〝Ichibocu

〟（
イ
チ
ボ
ク
）
で

「
ヒ
ト
リ 

ノ 

シ
モ
ベ
」
と
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
○
髯
…
ほ
お
ひ
げ
。
○
近
習

…
主
君
の
側
近
く
仕
え
る
こ
と
。
伺
候
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
人
。
近
侍
。
近
臣
。
○

長
谷
川
半
右
衛
門
…
不
詳
。「
忠
昌
給
帳
」「
光
通
給
帳
」「
諸
士
先
祖
之
記
」
等
に
も
名
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

前
み
ら
れ
ず
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

忠
昌
公
が
江
戸
龍
ノ
口
の
屋
敷
に
て
祇
園
会
を
御
見
物
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
御
屋

敷
の
前
に
材
木
が
積
ま
れ
て
い
た
上
に
、
見
物
の
群
集
が
よ
じ
登
り
、
忠
昌
の
祇
園
会

見
物
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
た
。
忠
昌
警
護
の
足
軽
た
ち
が
棒
を
振
っ
て
、
見
物
の
群
集

を
追
い
払
っ
た
。
見
物
の
群
集
た
ち
は
皆
恐
れ
て
、
積
ま
れ
た
材
木
の
上
か
ら
立
ち
退

い
た
。
そ
の
中
に
袴
・
羽
織
を
着
け
羅
笠
を
か
ぶ
り
、
一
人
の
下
僕
を
連
れ
て
い
た
侍

が
い
た
。
そ
の
侍
も
立
ち
去
っ
た
が
、
戻
っ
て
、
羅
笠
を
脱
ぎ
、
足
軽
に
向
か
っ
て
「
私

は
そ
な
た
の
棒
を
恐
れ
て
立
ち
去
る
の
で
は
な
い
。
忠
昌
公
の
御
目
通
り
を
恐
れ
る
だ

け
だ
」
と
言
っ
て
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
様
子
は
背
が
高
く
髯
が
あ
り
、
威
厳
が
あ
っ
て

も
獰
猛
で
は
な
い
。
容
貌
は
堂
々
と
し
て
い
た
。

　
　

忠
昌
公
は
亭
の
中
か
ら
こ
れ
を
ご
覧
に
な
ら
れ
、「
こ
れ
は
並
の
人
物
で
は
な
い
。
そ

の
名
を
尋
ね
よ
」
と
近
習
の
侍
に
、
そ
の
羅
笠
男
の
名
を
問
い
さ
せ
た
。
男
は
「
名
乗

る
者
で
は
な
い
」
と
へ
り
く
だ
っ
て
答
え
な
か
っ
た
。
近
習
の
侍
が
そ
れ
で
も
押
し
て

名
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
は
「
長
谷
川
半
右
衛
門
と
い
う
浪
士
だ
」
と
答
え
た
。
近
習

の
侍
は
帰
っ
て
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。
忠
昌
公
は
再
び
人
を
遣
わ
し
て
、
こ
の
男

を
召
し
て
言
う
に
「
当
方
に
仕
官
の
望
み
が
あ
る
な
ら
召
抱
え
る
が
」
と
。
半
右
衛
門

は
仕
官
の
望
み
が
あ
る
返
事
を
し
た
。
忠
昌
が
「
禄
の
望
み
は
ど
れ
く
ら
い
欲
し
い
か
」

と
聞
く
と
、
半
右
衛
門
は
「
私
は
知
行
一
〇
〇
〇
石
よ
り
少
な
い
禄
で
は
仕
官
は
望
ま

な
い
が
、
松
平
忠
昌
家
の
お
家
柄
も
あ
る
の
で
、
一
〇
〇
〇
石
よ
り
少
な
い
禄
を
頂
戴

し
て
も
辞
退
し
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
半
右
衛
門
は
八
〇
〇
石
を
賜
り
、
す
ぐ
召

し
抱
え
ら
れ
た
。

　
　

半
右
衛
門
は
甲
州
流
軍
学
に
長
け
た
侍
で
あ
っ
た
。
忠
昌
公
が
人
を
見
る
目
が
あ
る

の
は
神
の
よ
う
で
あ
る
。

�

（
角　

明
浩
）

　
　
　

中
巻
―
第
二
話

一
加
藤
造
酒
之
助
後
芦
田

ト
改

、
或
時
兵
学
者
何
某
ヲ
呼
テ
、
兵
法
ヲ
講
セ
シ
ム
、

専
ラ
戦
場
ノ
事
ヲ
解
ク
、
老
父
宗
月
モ
襖カ

ラ
カ
ミ戸

ヲ
ヘ
ダ
テ
ヽ
是
ヲ
キ
ケ
リ
、
講

談
終
リ
、
其
人
退
去
シ
テ
後
、
宗
月
造
酒
之
助
ニ
謂
テ
曰
、
汝
軍
法
者
ヲ
招

テ
軍
法
ヲ
学
フ
ト
聞
シ
故
ニ
、
軍
法
ト
テ
講
談
ス
ル
ハ
如
何
ナ
ル
事
ヲ
カ
謂

ト
思
ヒ
、
忍
ビ
キ
ヽ
シ
処
、
ラ
チ
モ
ナ
キ
事
ト
モ
ヲ
軍
法
ト
ハ
云
モ
ノ
カ
ナ
、

誠
ニ
畳
ノ
上
ノ
理
屈
ヅ
メ
ト
云
モ
ノ
ニ
テ
、
益
モ
ナ
キ
事
ト
モ
也
、
凡
戦
場

ノ
勝
負
合
ト
ハ
右
ノ
如
キ
手
ヌ
ル
キ
理
屈
ツ
メ
ニ
テ
行ユ

ク

事
ニ
ア
ラ
ズ
、
只
其

根
本
ハ
、
常
々
末
々
ノ
者
迄
憐
愍
ヲ
加
ヘ
、
能
思
ヒ
付
ヤ
ウ
ニ
ツ
カ
ヒ
タ
テ
、

其
者
ト
モ
ヲ
馬
ノ
左
右
前
後
ニ
引
マ
ト
ヒ
、
満マ

ン
エ
ン円

ニ
備
テ
見
カ
ク
ル
敵
ヲ
、

少
モ
猶ユ

ウ

予ヨ

セ
ズ
、
其
真マ

ッ
タ
ダ
ナ
カ

只
中
ヘ
打
込
時
ハ
勝
ズ
ト
云
事
ナ
シ
、
我
若
キ
時
ヨ

リ
、
是
ヲ
以
テ
利
ヲ
得
タ
リ
ト
語
ラ
レ
シ
、
宗
月
ノ
如
キ
ハ
、
学
バ
ズ
シ
テ

兵
法
ノ
意イ

ヲ
知
ル
者
ナ
リ
、
古
人
ノ
気
象
可
味
、
然
シ
ナ
ガ
ラ
、
若
年
ノ
者

宗
月
ノ
詞
ヲ
悪
ク
心
得
テ
、
兵
学
ト
云
モ
ノ
ハ
空
言
ノ
ミ
ニ
テ
諺

コ
ト
ワ
ザ畑

水
練

ト
思
フ
事
ナ
カ
レ
、
古
ヨ
リ
合
戦
ノ
下シ

タ

稽
古
ト
云
モ
ノ
ハ
無
之
事
ナ
レ
バ
、

書
伝
ニ
学
フ
ヨ
リ
外
ナ
シ
、
古
ヲ
師
ト
シ
テ
以
テ
往オ

ウ
ラ
イ来

ヲ
シ
ル
、
故
ニ
呂
望

ハ
渭
水
ノ
辺ホ

ト
リヨ

リ
出
テ
王
者
ノ
師
ト
ナ
リ
、
孔
明
ハ
臥
龍
ノ
草
廬
ニ
シ
テ
天

下
ヲ
三
分
ス
ル
事
ヲ
知
ル
、
其
外
和
漢
ノ
人
傑
匹
夫
ヨ
リ
出
テ
将シ

ョ
ウ
ス
イ帥

ト
ナ
リ

シ
モ
ノ
勝ア

ゲ

テ
計
ガ
タ
シ
、
是
皆
書
ニ
ヨ
ッ
テ
席
上
ニ
学
フ
モ
ノ
ナ
リ
、
適

タ
マ
〃
〃軍

ノ
下
稽
古
ト
云
ハ
田
猟カ

リ

也
、
山
狩
ハ
士
卒
ノ
進
退
ヲ
習
ハ
シ
、
長
吏
ノ
指
揮

ヲ
試
ム
、
且
年
ノ
豊
凶
民
間
ノ
艱
難
ノ
モ
ヤ
ウ
ヲ
シ
ル
、
文
武
ヲ
兼
ル
モ
ノ

也
、
人
主
ト
シ
テ
ハ
ナ
サ
デ
叶
ヌ
事
也
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

［
校
訂
］

　

①
畑
ケ
水
練
→
⑤
畑
水
練

［
注
釈
］

　

○
宗
月
…
加
藤
宗
月
。
上
巻
第
一
五
話
参
照
。
○
憐
憫
…
憐
れ
む
こ
と
。
情
け
を
か
け

る
こ
と
。
○
畑
水
練
…
水
中
で
は
な
く
、
畑
で
す
る
泳
ぎ
の
練
習
の
意
味
で
、
実
際
に

は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
勉
強
や
研
究
、
議
論
。「
畳
の
上
の
水
練
」
に
同
じ
。
○
呂
望

…
中
国
の
周
の
人
物
。
呂
尚
。
渭
水
で
釣
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
後
の
周
の
文
王

に
見
い
だ
さ
れ
て
そ
の
軍
師
と
な
り
、
文
王
、
武
王
を
た
す
け
て
殷
を
滅
ぼ
し
て
周
の

建
国
に
寄
与
し
た
。
周
の
祖
・
太
公
が
待
ち
望
ん
で
い
た
賢
者
と
い
う
意
味
で
、「
太
公

望
」
の
名
で
有
名
。
兵
法
書
の
『
六
韜
』
の
著
者
と
も
。
○
渭
水
…
中
国
の
黄
河
の
支
流
。

呂
望
が
釣
り
を
し
て
い
た
と
い
う
河
。
○
孔
明
…
諸
葛
亮
。「
孔
明
」
は
字
名
。
中
国
の

三
国
時
代
の
人
物
。
隠
遁
し
て
い
た
が
、劉
備
玄
徳
の
招
請
に
応
じ
て
仕
え
る
。
劉
備
に
、

北
方
の
魏
に
対
し
呉
と
同
盟
し
て
割
拠
す
る
、い
わ
ゆ
る
〝
天
下
三
分
の
計
〟
を
説
い
て
、

蜀
の
建
国
に
貢
献
し
た
。
劉
備
死
後
も
度
々
魏
を
攻
め
る
が
、
魏
将
・
司
馬
懿
仲
達
と

五
丈
原
で
対
陣
中
に
病
没
し
た
。
○
臥
龍
…
伏
し
て
い
る
龍
。『
蜀
志
』
諸
葛
亮
伝
に
よ

る
と
、
天
に
昇
る
勢
い
や
能
力
を
有
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物

で
あ
る
諸
葛
亮
孔
明
を
例
え
る
比
喩
と
し
て
表
現
さ
れ
た
言
葉
。
○
人
傑
…
す
ぐ
れ
た

人
物
。
才
知
・
勇
気
に
秀
で
て
い
る
人
物
。
○
匹
夫
…
ひ
と
り
の
男
。
身
分
の
低
い
男
。

○
将
帥
…
軍
隊
を
率
い
指
揮
・
統
率
す
る
人
。
将
軍
。
大
将
。
○
田
猟
…
狩
り
。
狩
猟
。

○
山
狩
…
山
奥
に
踏
み
込
ん
で
鳥
獣
を
狩
る
こ
と
。
○
長
吏
…
中
国
に
お
い
て
比
較
的

俸
禄
・
官
位
の
高
い
役
人
。
○
艱
難
…
困
難
な
目
に
あ
う
こ
と
。
つ
ら
い
目
に
あ
う
こ
と
。

苦
労
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

加
藤
造
酒
之
助
（
後
に
芦
田
と
改
姓
）
が
、
あ
る
時
、
兵
学
者
の
何
と
か
と
い
う
者

を
呼
ん
で
兵
法
を
講
義
さ
せ
た
。
そ
の
兵
学
者
は
も
っ
ぱ
ら
戦
場
で
の
事
の
み
を
講
義

し
た
。
造
酒
之
助
の
老
父
・
宗
月
も
襖
の
戸
を
隔
て
て
こ
の
講
義
を
聴
い
て
い
た
。
講

義
が
終
わ
り
、
兵
学
者
が
退
い
た
後
、
宗
月
が
造
酒
之
助
に
言
う
に
は
、「
お
前
が
兵
学

者
を
招
い
て
軍
法
を
学
ぶ
と
聞
い
た
の
で
、
そ
っ
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
埒
も
な
い
事
を

軍
法
と
言
う
も
の
だ
。
実
に
畳
の
上
の
理
屈
と
い
う
も
の
で
、
無
益
な
も
の
だ
。
そ
も

そ
も
戦
場
の
勝
負
と
は
そ
の
よ
う
な
手
ぬ
る
い
理
屈
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ

根
本
は
、
常
に
隊
・
備
の
下
々
の
者
に
ま
で
情
け
を
か
け
、
思
い
の
ま
ま
に
使
い
、
そ

の
者
た
ち
を
自
分
の
馬
の
左
右
前
後
の
引
連
れ
て
円
陣
を
組
ん
で
備
え
、
見
か
け
た
敵

に
少
し
も
猶
予
を
与
え
ず
そ
の
真
ん
中
に
突
撃
す
れ
ば
、
勝
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
儂
も
若
い
時
よ
り
こ
の
方
法
で
勝
利
を
得
て
き
た
」
と
語
っ
た
。
加
藤
宗
月
の
よ

う
な
者
は
、
兵
法
を
学
ば
ず
と
も
兵
法
の
大
意
を
知
る
者
で
あ
る
。
古
人
の
気
性
を
味

わ
う
べ
し
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
若
年
の
者
は
宗
月
の
言
葉
を
誤
っ
て
理
解
し
て
、「
兵
法
と
い
う
も
の

は
空
言
の
み
で
諺
で
言
う
と
こ
ろ
の
『
畑
の
水
練
』
だ
」
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
古

来
よ
り
合
戦
の
下
稽
古
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
、
古
人
が
書
き
残
し
た
書
物
で
学
ぶ

他
は
な
い
の
だ
。
古
き
こ
と
を
兵
法
の
師
と
し
て
往
来
（
物
事
）
を
知
る
。
だ
か
ら
呂

望
は
渭
水
の
ほ
と
り
か
ら
出
て
周
の
文
王
・
武
王
の
軍
師
と
な
り
、
諸
葛
亮
孔
明
は
〝
臥

龍
〟
の
庵
に
て
天
下
三
分
の
計
を
め
ぐ
ら
し
た
。
そ
の
他
、
中
国
や
日
本
の
優
れ
た
人

物
で
、
身
分
の
低
い
者
か
ら
将
帥
に
な
っ
た
者
は
数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
。
こ
れ
は
み

な
書
物
に
よ
り
席
上
で
兵
法
を
学
ん
だ
者
た
ち
だ
。

　
　

合
戦
の
下
稽
古
と
い
う
の
は
狩
り
で
あ
る
。
山
狩
は
士
卒
の
統
率
を
習
い
上
に
立
つ

者
の
指
揮
を
試
み
、
そ
の
年
の
作
物
の
実
り
が
豊
作
か
凶
作
か
、
ま
た
民
た
ち
の
苦
労

の
様
子
を
知
る
と
い
う
、
文
武
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
人
の
上
に
立
つ
者
と
し
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

�

（
角　

明
浩
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　

中
巻
―
第
三
話

一
山
本
清
右
衛
門
ハ
甲
州
ノ
士
ナ
リ
、
武
田
家
亡
ビ
テ
真
田
安
房
守
ニ
シ
タ
ガ

ヒ
上
田
表
ノ
働
、
世
人
知
ル
処
也
、
後ノ

チ

、
御
家
ニ
来
テ
仕
ヲ
ノ
ゾ
ム
、
四
百

石
ヲ
以
テ
召
抱
ヘ
玉
ハ
ン
ト
ナ
リ
、
山
本
八
百
石
ヨ
リ
少
知
ニ
テ
ハ
仕
ヘ
ガ

タ
シ
ト
云
テ
事
ナ
ラ
ズ
シ
テ
去
ル
、
何
レ
ノ
所
ニ
カ
至
ル
時
馬
ヨ
リ
落
、
片

手
ヲ
疵
ツ
ケ
大
ニ
ク
ル
シ
ム
、
秀
康
公
此
旨
ヲ
聞
シ
召
シ
、
人
ヲ
シ
テ
解ト

カ

シ

メ
テ
云
ク
、
此
疵
平
癒
計
リ
ガ
タ
シ
、
終
ニ
不
具
ト
ナ
ラ
ン
カ
、
然
レ
バ
何イ

ヅ

国ク

ヘ
赴
ク
ト
モ
高
禄
ヲ
得
ル
事
叶
ヒ
ガ
タ
カ
ル
ベ
シ
、
高
禄
ヲ
望
ム
モ
両
手

ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
御
家
ニ
止
ル
ニ
於
テ
ハ
先
ニ
約
セ
ラ
レ
シ
事
ナ
レ
バ
、

仮タ
ト

令ヒ

不
具
ト
ナ
ル
ト
モ
、
四
百
石
ハ
相
違
ナ
ク
玉
ハ
ラ
ン
、
能
思
慮
ス
ヘ
シ

ト
云
シ
カ
バ
、
山
本
理
ニ
伏
シ
テ
終
ニ
御
家
臣
ト
ナ
ル
、
後
、
右
ノ
疵
モ
瘉イ

ヱ

シ
由
語
リ
伝
ヘ
シ

［
校
訂
］

　

①
趣
ク
→
⑤
赴
ク

［
注
釈
］

　

○
山
本
清
右
衛
門
…
三
〇
〇
石
、
本
国
甲
斐
（「
秀
康
給
帳
」）。
武
田
信
玄
や
徳
川
家
康
、

真
田
昌
幸
ら
に
仕
え
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
や
第
二
次
上
田
合
戦
で
活
躍
し
た
（「
諸

士
先
祖
之
記
」）。
○
真
田
安
房
守
…
真
田
昌
幸
。
一
五
四
七
～
一
六
一
一
。
安
土
桃
山

時
代
の
武
将
で
、
真
田
信
之
や
真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
父
。
○
不
具
…
体
の
一
部
に
障

害
が
あ
る
こ
と
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

山
本
清
右
衛
門
は
甲
州
出
身
の
武
士
で
あ
る
。
武
田
家
が
滅
亡
し
て
か
ら
真
田
昌
幸

に
従
い
、
上
田
の
方
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
世
間
の
人
が
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
後
に
御
家
に
来
て
、
仕
え
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
御
家
は
四
〇
〇
石
で
召
抱
え
よ
う

と
し
た
。
山
本
は
八
〇
〇
石
よ
り
少
な
い
禄
で
は
仕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
、

仕
え
る
こ
と
な
く
去
っ
た
。
山
本
は
ど
こ
か
に
行
っ
た
時
、
馬
か
ら
落
ち
て
片
手
を
負

傷
し
て
非
常
に
苦
し
ん
だ
。
秀
康
公
は
こ
の
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
、
人
を
遣
わ
せ
て
、

山
本
に
「
こ
の
傷
は
治
り
が
た
く
、
最
終
的
に
は
身
体
の
一
部
に
障
害
が
残
る
だ
ろ
う
。

そ
う
な
れ
ば
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
高
い
禄
を
得
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
だ
ろ
う
。
高
い

禄
を
望
む
こ
と
は
、
両
手
が
使
え
て
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
本
家
に
と
ど
ま
る
の

で
あ
れ
ば
、先
に
約
束
し
た
こ
と
で
あ
る
の
で
、た
と
え
体
の
一
部
に
障
害
が
残
っ
て
も
、

四
〇
〇
石
は
間
違
い
な
く
与
え
よ
う
。
よ
く
よ
く
考
え
る
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。
山
本

は
説
き
伏
せ
ら
れ
て
、
最
終
的
に
は
家
臣
と
な
っ
た
。
後
に
片
手
の
傷
も
治
っ
た
と
語

り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

�

（
三
好
康
太
）

　
　
　

中
巻
―
第
四
話

一
雪
吹
喜
左
衛
門
ハ
豪
傑
ニ
シ
テ
生ウ

マ
レ
ツ
キ質

異
風
ヲ
好
ム
、
七
百
石
ヲ
喰
テ
足
軽
大

将
タ
リ
、
慶
長
四
年
、
秀
康
公
石
田
三
成
ヲ
佐
和
山
ニ
送
リ
玉
フ
時
、
瀬
田

ニ
テ
対
面
シ
玉
フ
、
互
ニ
従
者
五
人
ヲ
以
テ
限
ル
、
故
に
歴
々
ノ
勇
士
、
雑

人
に
代カ

ハ
リテ

供グ

ブ奉
ス
、
喜
左
衛
門
其
中
ニ
撰
マ
レ
テ
、
御
挟
箱ハ

コ

ヲ
持
シ
ト
ナ
リ
、

御
入
国
以
後
、
孟
夏
ノ
頃
ハ
喜
左
衛
門
極
メ
テ
九
頭
竜
ク
ヅ
レ
レ

ウ
共
云

川
ニ
至
ル
、

今
云
、
舟

橋
川
ナ
リ
其
出
立
、
水カ

ワ

襦ハ
ダ

袢コ

ヲ
着
シ
、
腰
ニ
吸
筒
ヲ
ツ
ケ
、
裸ハ

ダ
セ
ム
マ馬

ニ
ノ
リ
、
口

付
ヲ
モ
連
ズ
、
只
一
人
行
テ
泳
キ
ヲ
ナ
シ
、
盃
ヲ
カ
タ
ム
ケ
テ
帰
ル
、
其
所

ヲ
今
ニ
喜
左
衛
門
淵
ト
イ
ヘ
リ
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

［
注
釈
］

　
○
雪
吹
喜
左
衛
門
…
七
〇
〇
石
、
御
持
筒
組
三
五
人
、
本
国
三
河
（「
秀
康
給
帳
」）。
高

天
神
城
の
戦
い
で
活
躍
し
て
お
り
、
後
に
秀
康
に
召
し
出
さ
れ
て
結
城
か
ら
越
前
へ
と

従
っ
て
い
る
（「
諸
士
先
祖
之
記
」）。
○
異
風
…
普
通
と
は
異
な
る
風
習
や
風
俗
の
こ
と
。

○
石
田
三
成
…
一
五
六
〇
～
一
六
〇
〇
。
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
。
秀
吉
の
死
後
、
徳

川
家
康
と
の
主
導
権
争
い
に
敗
れ
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
居
城
の
佐
和
山
城
に

蟄
居
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
秀
康
ら
に
よ
っ
て
佐
和
山
城
ま
で
護
送
さ
れ
て
い
る
（「
国

事
叢
記
」）。
○
雑
人
…
身
分
の
低
い
人
の
こ
と
。
○
挟
箱
…
衣
服
な
ど
を
入
れ
て
棒
を

通
し
て
担
ぐ
箱
。
○
孟
夏
…
夏
の
初
め
、
初
夏
。
○
九
頭
竜
川
…
現
在
の
九
頭
竜
川
。

福
井
県
の
東
北
部
を
流
れ
る
。
○
舟
橋
川
…
九
頭
竜
川
の
呼
び
名
の
一
つ
。
○
水
襦
袢

…
襦
袢
と
は
和
装
用
の
下
着
の
こ
と
。
○
吸
筒
…
筒
形
の
容
器
、
水
筒
。
○
裸
馬
…
人

が
乗
る
た
め
の
鞍
が
置
か
れ
て
い
な
い
馬
。
○
口
付
…
口
付
き
、
牛
馬
の
手
綱
を
持
っ

て
歩
く
人
の
こ
と
。
口
取
り
、
あ
る
い
は
口
引
き
と
も
言
う
。
○
喜
左
衛
門
淵
…
詳
細

不
明
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

雪
吹
喜
左
衛
門
は
豪
傑
で
生
ま
れ
つ
き
普
通
と
は
異
な
る
風
習
を
好
み
、
七
〇
〇
石

の
禄
を
も
ら
い
、
足
軽
大
将
で
あ
っ
た
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
秀
康
公
が
石
田
三

成
を
佐
和
山
城
ま
で
護
送
す
る
時
、
瀬
田
で
秀
康
公
と
三
成
が
対
面
し
た
。
お
互
い
に

従
者
は
五
人
に
限
っ
た
。
そ
こ
で
歴
代
の
勇
士
が
身
分
の
低
い
者
に
代
わ
っ
て
お
供
の

行
列
に
参
加
し
た
。
喜
左
衛
門
は
そ
の
中
に
選
ば
れ
て
、
挟
箱
を
持
っ
た
と
い
う
。
秀

康
公
が
越
前
国
へ
入
ら
れ
た
後
、
夏
の
初
め
の
頃
は
、
喜
左
衛
門
は
決
ま
っ
て
九
頭
竜

川
、今
で
言
う
舟
橋
川
に
行
っ
た
。
そ
の
身
な
り
は
水
襦
袢
を
着
て
、腰
に
吸
筒
を
付
け
、

裸
馬
に
乗
り
、
口
付
き
を
連
れ
ず
に
、
た
だ
一
人
で
行
っ
て
泳
ぎ
、
酒
を
呑
ん
で
戻
っ

て
き
た
と
い
う
。
そ
の
場
所
を
今
で
は
喜
左
衛
門
淵
と
呼
ん
で
い
る
。

�

（
三
好
康
太
）

　
　
　

中
巻
―
第
五
話

一
井
原
番
右
衛
門
ハ
兵
学
ヲ
以
鳴ナ

ル
、
四
百
石
ヲ
玉
フ
、
光
通
公
ノ
寵
、
甚
タ

厚
シ
、
或
時
番
右
衛
門
ヲ
召
テ
、
戦
法
勝シ

ヤ
ウ
ハ
イ敗

ノ
事
ヲ
問
セ
ラ
ル
、
番
右
衛
門
、

御
菓
子
ニ
ア
ル
所
ノ
大
豆
ヲ
一
握
リ
取
テ
、
障
子
ニ
ウ
ツ
、
皆
止
リ
落
ル
、

又
大
豆
十
斗

（
ば
か
り
）ヲ

紙
ニ
包
ミ
テ
是
ヲ
ウ
ツ
、
皆
紙
ヲ
貫
ヒ
テ
彼カ

シ
コ所

ニ
落
ル
、
爰

ニ
於
テ
云
、
勝
敗
ハ
兵
卒
ノ
和
不
和
ニ
ア
リ
、
其
一
和
一
致
ノ
兵
ト
ス
ル
者

ハ
主
将
ノ
心
ニ
ア
リ
ト

［
注
釈
］

　

○
井
原
番
右
衛
門
…
井
原
番
右
衛
門
頼
文
。
生
国
は
因
幡
で
、
初
め
は
下
石
鍋
次
郎
と
名

乗
る（「
姓
名
録
」）。
石
高
は
四
〇
〇
石（「
光
通
給
帳
」）。
義
経
流
の
軍
学
者
で
、典
籍
や
書
、

詩
歌
に
も
通
じ
て
い
た
（『
越
前
人
物
志
』）。
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
一
二
月
に
江
戸

で
召
し
抱
え
ら
れ
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
軍
師
と
な
っ
た
（『
福
井
市
史　

通
史
編

二
近
世
』）。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
七
六
歳
で
没
し
た
（『
越
前
人
物
志
』）。

［
現
代
語
訳
］

　
　

井
原
番
右
衛
門
は
兵
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
四
〇
〇
石
を
賜
り
、
光
通
公

か
ら
の
信
頼
も
非
常
に
厚
か
っ
た
。
あ
る
時
、
光
通
公
が
番
右
衛
門
を
召
し
て
、
戦
に
お

け
る
勝
敗
の
理
に
つ
い
て
下
問
な
さ
れ
た
。
番
右
衛
門
は
、
光
通
公
の
御
菓
子
に
あ
っ
た

大
豆
を
一
握
り
分
取
り
、
障
子
に
向
か
っ
て
投
げ
う
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
障
子
に
当
た
っ

て
落
ち
た
。
今
度
は
大
豆
一
〇
粒
ば
か
り
を
紙
に
包
ん
で
障
子
に
投
げ
う
っ
た
と
こ
ろ
、

障
子
紙
を
貫
通
し
て
遠
く
に
落
ち
た
。
こ
こ
で
番
右
衛
門
が
言
う
に
は
、「
勝
敗
は
兵
士

た
ち
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
か
否
か
に
懸
か
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
兵

士
た
ち
を
作
り
上
げ
る
に
は
、
主
将
の
心
が
肝
心
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�

（
山
田
裕
輝
）



58

若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

　
　
　

中
巻
―
第
六
話

一
或
時
御
泉
水
屋
敷
ニ
於
テ
、
軍
役
ノ
帳
面
ヲ
認
ル
事
ア
リ
、
其
方
ノ
役
人
、

数
日
出
ル
、
休
息
ノ
間
、
古
今
ノ
談ダ

ン

話ワ

ア
リ
、
或
人
云
、
古
ヘ
、
木
曽
義
仲

平
家
ヲ
討
時
、
鳴ナ

リ
ア
ヒ合

ニ
テ
戦
フ
、
平
家
ノ
侍
、
高
橋
ノ
判
官
進
ン
テ
勇
ヲ
フ

ル
ウ
、
木
曽
方
ノ
若
武
者
、
入
善
ノ
小
太
郎
進
テ
高
橋
ト
組
ム
、
元
ヨ
リ
高

橋
ハ
大
力
ノ
剛
者
ナ
レ
バ
、
入
善
ヲ
組
布
キ
、
首
ヲ
カ
ヽ
ン
ト
ス
、
時
ニ
入

善
カ
伯
父
、
南
防
治
郎
助タ

ス
ケ

来
テ
、
上
ナ
ル
高
橋
ヲ
捕
テ
引
伏
セ
、
竟ツ

イ

ニ
頭

（
く
び
）

ヲ
ト
ル
、
入
善
計
ラ
ズ
モ
助
命
ス
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
、
南
防
ト
功
ヲ
争
フ
、
直ス

ク
ニ
木
曽
ノ
前
ニ
至
リ
、
互
ニ
委
細
ヲ
ノ
ブ
ル
、
木
曽
判ハ

ン

シ
テ
曰
、
入
善

若
（
も
し
）

組
事
ナ
ク
ン
バ
、
南
防
高
橋
ヲ
討
事
ア
タ
ハ
ジ
、
南
防
来
ラ
ズ
ン
バ
、

入
善
実
ニ
危
カ
ラ
ン
、
首
ハ
南
防
ニ
付
ラ
ル
ヽ
ト
ノ
玉
ヒ
シ
ヨ
シ
、
平
家
物

語
ニ
出
タ
リ
、
誠
ニ
南
防
ノ
治
郎
ハ
、
味
方
ヲ
助タ

ス

ケ
、
大
剛
ノ
敵
ヲ
討
、
旁

カ
タ
ヽ
ヽ

其
功
大
ヒ
ナ
リ
、
今
少
シ
重
ク
称
セ
ラ
ル
ベ
キ
也
ト
云
、
衆
人
尤
ト
同
ズ
、

松
波
甚
左
衛
門
独
キ
カ
ズ
、
入
善
カ
功
、
南
防
カ
上
ニ
出
ベ
シ
、
子
細
ハ
若

年
ノ
者
、
大
敵
ヲ
モ
恐
レ
ズ
、
先セ

ン
ト
ウ登

ニ
進
ミ
テ
、
組
討
ス
ル
事
、
志
甚
タ
南

防
ニ
勝マ

サ

レ
リ
、
南
防
ハ
若
年
ノ
入
善
ヨ
リ
跡
ニ
ア
ル
事
、
其
志
オ
ト
レ
リ
、

入
善
ヲ
見
次
タ
ル
処
ハ
甚
タ
功
ト
云
ベ
ケ
レ
ト
モ
、
人
ト
シ
テ
、
目
前
甥オ

イ

ノ

危
キ
ヲ
見
テ
ハ
助
ケ
ズ
ン
バ
有
ベ
カ
ラ
ズ
、其
上
南
防
ヲ
一
ト
称
ス
ル
時
ハ
、

士
卒
ノ
鋭
気
ク
ジ
ケ
、
先
登
ヲ
宗ソ

ウ

ト
セ
ズ
、
人
ニ
譲
リ
テ
跡
ヨ
リ
出
、
人
ノ

働
キ
ヲ
介
ケ
テ
、
功
名
ト
セ
ン
ト
思
フ
如
ク
ナ
リ
行
時
ハ
、
三
軍
ノ
鋒
先
曲

ル
ニ
至
ル
ベ
シ
、
然
レ
バ
、
入
善
ヲ
一
、
南
防
ヲ
次
ト
ス
ベ
シ
ト
云
、
稍ヤ

ヽ

此

論
ツ
ノ
リ
、
座
中
二
ツ
ニ
分
レ
、
互
ニ
屈
伏
セ
ザ
ル
事
数
日
、
南
防
ヲ
一
ト

称
ス
ル
方
、
次
第
ニ
党ト

ウ

多
ク
ナ
リ
、
入
善
ヲ
一
ト
ス
ル
者
、
始
終
松
波
一
人

ナ
リ
、
皆
云
、
井
原
番
右
衛
門
ニ
問
テ
是
非
ヲ
正タ

ヽ

サ
ン
ト
、
番
右
衛
門
翌
日

至
ル
、
衆
人
右
ノ
旨シ

趣シ
ユ

ヲ
審

ツ
マ
ヒ
ラ

カ
ニ
演ノ

ブ

ル
、
是
非
ヲ
訂タ

ヽ

セ
ト
乞コ

ウ

、
松
波
一
人
敢

テ
乞
ズ
、
時
ニ
番
右
衛
門
ガ
云
、
先
以
、
各
年
若
キ
輩
、
仮カ

リ
ソ
メ初

ノ
物
語
ニ
モ
、

如
此
穿
鑿
ニ
及
ブ
事
、
感
ズ
ル
ニ
ア
マ
リ
ア
リ
、
夫
ハ
サ
テ
ヲ
キ
、
我
等
常

ニ
不
審
ニ
存
ス
ル
事
ア
リ
、
今
幸
ニ
各
ノ
評
ヲ
承
ラ
ン
、
偖
皆
々
知
リ
玉
フ

通
リ
、
士
農
工
商
ハ
天
下
ノ
重
宝
ナ
リ
、
其
内
ニ
モ
士
農
ハ
別
シ
テ
宝
ト
ス
、

然
ル
ニ
農
民
ハ
、
春
夏
秋
冬
、
日
夜
手
足
ヲ
労
シ
テ
、
上
一
人
ヨ
リ
下
万
民

ヲ
養
フ
、
是
ニ
超コ

ヱ

タ
ル
宝
ハ
尤
不
可
有
、
士
ハ
其
身
相
応
ノ
禄
ヲ
ウ
ケ
、
衣

食
住
ヲ
安
ン
ジ
、
手
足
ノ
労
モ
ナ
ク
シ
テ
、
安
楽
ニ
居
ナ
ガ
ラ
、
右
ノ
如
ク

尊タ
ツ
ト

キ
農
人
ノ
上
ニ
ア
ル
事
、
不
審
ノ
至
リ
ナ
リ
、
我
等
存
ニ
ハ
、
農
士
工
商

ト
ス
ベ
キ
事
ナ
リ
、
各
ハ
如
何
思
ヒ
玉
フ
ト
云
、
皆
口
ヲ
揃
ヘ
テ
云
、
是
ハ

先
生
ノ
詞
ト
モ
覚
ヌ
モ
ノ
哉
、
凡

（
お
よ
そ
）士

ハ
、
身
命
ヲ
捨
テ
、
国
禄
尊ソ

ン
タ
イ体

ニ
報
ス

ル
ノ
志
ア
ル
ヲ
以
貴

タ
ツ
ト
シ

ト
ス
、
何
ゾ
手
足
ヲ
以
テ
功
ヲ
ナ
ス
ノ
農
民
ト
ト
モ
ニ

論
ゼ
ン
ヤ
ト
云
、
番
右
衛
門
手
ヲ
打
テ
、
サ
テ
モ
今
初
テ
発
明
シ
タ
リ
、
然

ラ
バ
士
ハ
、
弥
志
ヲ
以
テ
四
民
ノ
上
ニ
立
ニ
極キ

ハ
マ

リ
シ
ヤ
ト
推
テ
問
、
皆
其
通

リ
ナ
リ
ト
答
フ
、
ソ
コ
ニ
テ
、
番
右
衛
門
サ
テ
ハ
論
義
決
シ
タ
リ
、
先
ニ
問

玉
ヒ
シ
、
入
善
ト
南
防
ト
ハ
何
レ
カ
志
マ
サ
レ
ル
ヤ
ト
問
、
皆
々
辞
ナ
ク
シ

テ
心シ

ン
フ
ク伏

ス
、
井
原
氏
ノ
才
智
、
衆
人
ノ
及
フ
所
ニ
ア
ラ
ズ
、
松
波
モ
、
武
田

ノ
兵
略
ヲ
学
ヒ
テ
、
是
非
ヲ
能
ワ
キ
マ
ヘ
タ
ル
人
也

［
注
釈
］

　

○
御
泉
水
屋
敷
…
福
井
城
舎
人
門
の
近
く
に
あ
っ
た
福
井
藩
主
の
別
邸
。
成
立
時
期
に
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
元
は
福
井
藩
の
重
臣
永
見
右
衛
門
の
屋
敷
地
で
あ
り
、

永
見
氏
が
二
代
藩
主
松
平
忠
直
に
成
敗
さ
れ
て
よ
り
藩
主
の
別
邸
に
な
っ
た
と
伝
わ
る
。

○
鳴
合
…
成
合
の
こ
と
。
現
在
の
石
川
県
加
賀
市
篠
原
町
周
辺
の
柴
山
潟
と
海
岸
に
挟

ま
れ
た
辺
り
か
（『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

石
川
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）。

○
高
橋
ノ
判
官
…
平
家
の
侍
大
将
で
あ
る
高
橋
長
綱
の
こ
と
。
篠
原
の
戦
い
で
義
仲
軍

と
戦
い
、
落
命
し
た
（『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
。
以
下
『
平

家
物
語
大
事
典
』）。
○
入
善
ノ
小
太
郎
…
入
善
行
重
の
こ
と
（
為
直
も
し
く
は
安
家
と

も
）。
越
中
国
の
武
士
で
、
宮
崎
太
郎
の
嫡
子
。
現
在
の
富
山
県
下
新
川
郡
入
善
町
を
本

領
と
し
、
義
仲
の
挙
兵
に
応
じ
て
そ
の
陣
営
に
加
わ
っ
た
と
さ
れ
る
（『
平
家
物
語
大
事

典
』）。
○
南
防
治
郎
…
宮
崎
太
郎
の
弟
で
あ
る
別
府
為
重
の
こ
と
。『
源
平
盛
衰
記
』
で

は
南
保
二
郎
家
隆
と
す
る
（『
平
家
物
語
大
事
典
』）。
○
松
波
甚
左
衛
門
…
松
波
甚
左
衛

門
正
雄
。
は
じ
め
は
桜
井
と
称
す
（「
諸
士
先
祖
之
記
」）。
石
高
は
一
五
〇
石
。
延
宝
七

年
（
一
六
七
九
）
一
二
月
二
一
日
に
「
御
右
筆
被
召
出
」
れ
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

七
月
二
九
日
に
「
御
家
老
中
御
用
被
仰
付
」
て
い
る
（『
藩
士
履
歴
』）。

［
現
代
語
訳
］

　
　

あ
る
時
、
御
泉
水
屋
敷
で
軍
事
力
動
員
の
帳
面
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
役
人
た

ち
は
数
日
の
間
御
泉
水
屋
敷
に
出
勤
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
休
息
中
、
古
今
に
つ

い
て
の
物
語
り
と
な
っ
た
。

　
　

あ
る
人
が
言
う
に
は
、「
か
つ
て
、
木
曽
義
仲
が
平
家
を
討
伐
し
た
と
き
、
鳴
合
と
い

う
と
こ
ろ
で
戦
と
な
っ
た
。
平
家
の
侍
で
高
橋
の
判
官
と
い
う
者
が
戦
場
に
進
ん
で
勇

猛
果
敢
に
戦
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
木
曽
方
の
若
武
者
で
あ
る
入
善
小
太
郎
が
、
自
ら
進

ん
で
高
橋
と
組
み
合
っ
た
。
も
と
よ
り
高
橋
は
大
力
を
誇
る
剛
の
者
で
あ
り
、
入
善
を

組
み
敷
い
て
首
を
掻
き
取
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
入
善
の
伯
父
で
あ
る
南
防
治
郎
が

助
け
に
入
り
、
入
善
の
上
に
い
た
高
橋
を
捕
え
て
引
き
伏
せ
、
つ
い
に
首
を
討
ち
取
っ

た
。
入
善
は
思
い
が
け
ず
命
を
救
わ
れ
た
が
、南
防
と
高
橋
を
討
ち
取
っ
た
功
を
争
っ
た
。

二
人
は
す
ぐ
に
義
仲
の
前
に
出
て
、
互
に
詳
細
を
陳
述
し
た
。
義
仲
が
言
う
に
は
、
入

善
が
組
み
合
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
南
防
は
高
橋
を
討
ち
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
南
防
が
来
な
け
れ
ば
、
入
善
の
命
は
危
う
か
っ
た
。
首
を
討
っ
た
功
績
は
南
防

に
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
裁
定
し
た
、
と
の
話
が
平
家
物
語
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
南
防
治
郎
は
味
方
を
助
け
て
、
す
ぐ
れ
て
強
き
敵
を
討
っ
た
。
そ
の
功
績
は

大
で
あ
り
、
も
う
少
し
重
く
称
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

人
が
も
っ
と
も
で
あ
る
、
と
同
意
し
た
。
し
か
し
松
波
甚
左
衛
門
が
一
人
だ
け
同
意
し

な
か
っ
た
。「
入
善
の
功
は
南
防
の
上
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
年
若
き
者

が
大
敵
を
恐
れ
ず
ま
っ
さ
き
に
敵
陣
に
切
り
入
っ
て
組
み
討
ち
を
し
た
こ
と
、
そ
の
志

は
ま
こ
と
に
南
防
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
る
。
南
防
は
年
若
い
入
善
よ
り
後
に
続
い
た
の

で
あ
り
、
そ
の
志
は
劣
っ
て
い
る
。
入
善
に
助
勢
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
功
と
す
べ
き
だ

が
、人
と
し
て
目
前
の
甥
の
危
機
を
見
て
助
け
な
い
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、

南
防
の
功
を
一
等
と
し
た
な
ら
ば
士
卒
の
鋭
気
が
挫
け
、
先
陣
を
重
ん
ぜ
ず
、
人
に
譲
っ

て
後
か
ら
出
て
、
人
を
助
け
る
こ
と
で
功
名
と
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
全
軍
の
戦
意
が

鈍
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
入
善
を
一
等
と
し
、
南
防
を
次
点
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と

発
言
し
た
。
い
く
ぶ
ん
か
こ
の
論
が
強
く
な
っ
た
た
め
、
座
中
は
両
論
に
分
か
れ
て
、
互

い
に
承
伏
し
な
い
ま
ま
数
日
が
過
ぎ
た
。
す
る
と
南
防
を
一
等
と
す
る
者
が
次
第
に
多

く
な
り
、入
善
を
一
等
と
す
る
者
は
松
波
一
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
皆
か
ら
は
、

「
井
原
番
右
衛
門
に
そ
の
是
非
を
正
し
て
い
た
だ
こ
う
」
と
の
意
見
が
出
た
。

　
　

番
右
衛
門
が
翌
日
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
人
が
右
の
趣
旨
を
述
べ
、
是
非
を

正
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
乞
う
た
。
松
波
は
一
人
だ
け
乞
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ

の
時
に
番
右
衛
門
が
言
う
に
は
、「
ま
ず
年
若
き
皆
々
が
、
そ
の
場
限
り
の
事
な
が
ら
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
物
事
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
対
し
、
ま
こ
と
に
感
心
し
て
い
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
は
常
日
頃
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
良
い
機
会

で
あ
る
の
で
、
皆
の
意
見
を
承
り
た
い
。
さ
て
、
皆
が
知
っ
て
い
る
通
り
、
士
農
工
商

は
天
下
に
お
い
て
大
切
な
宝
物
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
士
と
農
は
と
り
わ
け
宝
と
さ

れ
て
い
る
。
農
民
は
春
夏
秋
冬
を
問
わ
ず
昼
も
夜
も
手
足
を
働
か
せ
て
、
上
に
は
君
主
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を
、下
に
は
多
く
の
民
を
養
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
宝
は
他
に
は
あ
る
ま
い
。

士
は
身
分
相
応
の
禄
を
受
け
て
衣
食
住
を
保
障
さ
れ
、
手
足
を
働
か
せ
る
こ
と
も
な
く

安
楽
に
暮
ら
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
の
よ
う
に
尊
き
農
人
の
上
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
は
疑
わ
し
き
の
極
み
で
あ
る
。
私
は
農
士
工
商
と
す
べ
き
と
思
う
が
、
皆
の
意

見
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
た
。
皆
は
口
を
揃
え
て
言
う
に
、「
こ
れ
は
先
生
の
お

言
葉
と
も
思
え
ま
せ
ぬ
。
お
よ
そ
士
は
命
を
捨
て
て
国
か
ら
の
禄
と
君
主
に
報
い
る
志

を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
貴
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ど
う
し
て
手
足
を
働
か
せ
て

功
を
為
す
農
民
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」と
述
べ
た
。
番
右
衛
門
は
手
を
打
ち
、

「
い
や
ま
っ
た
く
今
初
め
て
考
え
至
っ
た
話
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
士
と
は
確

か
に
志
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
の
上
に
立
つ
と
決
ま
っ
て
い
る
の
か
」
と
さ
ら
に

問
う
た
。
皆
は
「
そ
の
通
り
に
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
番
右
衛
門
は
、「
そ

れ
な
ら
ば
議
論
は
決
し
た
。
先
ほ
ど
質
問
さ
れ
た
、
入
善
と
南
防
と
は
ど
ち
ら
の
志
が

ま
さ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
た
。
皆
は
言
葉
も
な
く
服
従
し
た
。
井
原
氏

の
才
智
は
常
人
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
松
波
も
武
田
流
の
軍
学
を
学
び
、
も
の
ご

と
の
良
し
悪
し
を
よ
く
わ
き
ま
え
た
人
で
あ
る
。

�

（
山
田
裕
輝
）

　
　
　

中
巻
―
第
七
話

一
市
橋
軍
兵
衛
ハ
子
孫
団
野
ト

号
ス

刀ト
ウ
ソ
ウ柔

ノ
術
を
以
テ
四
海
ニ
鳴
ル
、
二
十
五
歳
ノ

時
、
諸
国
修
行
ニ
出
、
山
城
国
鳥
羽
縄
手
ヲ
ス
グ
ル
、
夜
盗
ア
リ
、
軍
兵
衛

ガ
前
後
ニ
囲
ム
、
軍
兵
衛
数
人
ヲ
切
捨
、
一
人
ヲ
搦
ム
、
小
者
熊
蔵
ト
云
モ

ノ
、
能
働
テ
死
ス
、
時
ニ
京
都
ノ
所
司
代
板
倉
侯
ヨ
リ
證
拠
状
ヲ
軍
兵
衛
ニ

玉
フ

今
月
十
七
日
之
夜
於
鳥
羽
阡
大
勢
之
剛
盗
ニ
出
合
其
場
ニ
而
八
人
打
留

内
壱
人
召
捕
此
方
江
相
届
候
其
方
若
輩
其
上
為
牢
人
故
其
処
不
審
ニ
存

色
々
遂
吟
味
候
処
洛
中
洛
外
無
其
隠
強
盗
ニ
相
極
リ
候
其
方
働
神
妙
之

致
方
前
代
未
聞
感
入
候
於
其
場
其
方
草
履
取
蒙
手
疵
相
果
候
ニ
付
世
上

之
聞
も
如
何
と
度
々
被
申
断
候
ニ
付
為
證
拠
如
此
候
謹
言

九
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板　

伊
賀
守　

在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
橋
軍
兵
衛
殿

右
ハ
寛
永
元
年
ノ
事
也
、
後
年
御
家
ヘ
来
リ
、
門
人
尤
多
シ
、
又
或
時
、
軍

兵
衛
勤
番
ノ
留
守
ニ
、
夜
更
テ
召
ツ
カ
ヒ
ノ
男
女
皆
臥
ス
、
軍
兵
衛
ガ
妻
女

ヒ
ト
リ
奥
ニ
入
リ
テ
歯
ヲ
ク
ロ
メ
鏡
ヲ
見
シ
ニ
、
後
ニ
引
廻
シ
タ
ル
屏
風
ノ

上
ヨ
リ
男
ノ
見
越
顔
鏡
ニ
ウ
ツ
レ
リ
、
妻
女
少
モ
其
色
ヲ
起
サ
ズ
鉄カ

ネ汁
ヲ
ツ

ケ
シ
マ
イ
、
屏
風
ヲ
以
テ
壁
ニ
押
付
ル
、
果
シ
テ
賊
ア
リ
大
ニ
サ
ハ
グ
、
下

女
驚
キ
起
キ
テ
其
故
ヲ
問
フ
、
妻
女
カ
云
、
先
下
男
ヲ
呼
ブ
ベ
シ
、
下
女
下

男
ヲ
呼
来
ル
、
則
下
男
ヲ
シ
テ
盗
賊
ヲ
搦
メ
シ
メ
、
能
階
子
ニ
搦
ミ
テ
皆
臥

タ
リ
、
夜
明
ケ
テ
軍
兵
衛
帰
宅
シ
此
旨
ヲ
キ
ヽ
、
賊
ヲ
引
出
シ
ミ
ル
ニ
能
知

レ
ル
者
也
、
軍
兵
衛
カ
曰
、
汝
何
ト
テ
如
此
ノ
悪
心
ヲ
起
ス
ヤ
、
若
他
ノ
家

ニ
入
バ
即
座
ニ
殺
害
セ
ラ
レ
ン
、
我
方
ヘ
入
リ
タ
レ
バ
コ
ソ
命
ヲ
助
ケ
ラ
レ

タ
レ
、
是
汝
ガ
幸
ヒ
ナ
リ
、
此
後
心
ヲ
改
メ
悪
業
ヲ
ナ
ス
事
ナ
カ
レ
、
以
来

何
方
ニ
テ
モ
悪
事
ヲ
ナ
ス
ト
聞
カ
バ
、
我
レ
尋
求
メ
テ
モ
殺
サ
ン
、
必
慎
ム

ベ
シ
、
サ
ゾ
宵
ヨ
リ
飢
エ
ツ
ラ
ン
先
ツ
食
事
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
ト
テ
食
ヲ
喰
ワ
シ

メ
返
ラ
シ
ム
、
賊
是
ヨ
リ
悪
業
ヲ
止
ル
ト
云
ヘ
リ
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」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

［
校
訂
］

　

①
京
都
ノ
所
司
→
⑤
京
都
ノ
所
司
代

［
注
釈
］

　

○
市
橋
軍
兵
衛
…
団
野
万
右
衛
門
定
吉
。「
諸
士
先
祖
之
記
」
に
「
団
野
万
右
衛
門
定
吉

本
国
生
国
共
美
濃　

姓
藤
原　

初
名
市
橋
軍
兵
衛
」
と
あ
り
、
軍
兵
衛
の
武
勇
（
本
挿

話
）
を
聞
き
及
ん
だ
松
平
忠
昌
に
五
〇
〇
石
で
召
し
出
さ
れ
、
本
人
に
三
〇
〇
石
、
甥

の
市
橋
小
膳
に
二
〇
〇
石
を
下
さ
れ
た
と
あ
る
（
市
橋
小
膳
の
名
は
給
帳
ほ
か
に
は
見

え
な
い
）。
さ
ら
に
団
野
万
右
衛
門
定
吉
か
ら
連
な
る
二
系
統
の
団
野
家
が
記
さ
れ
て
い

る
。
一
方
は
子
・
市
橋
孫
平
治
が
跡
を
継
ぎ
（
光
通
給
帳
「
一
百
五
拾
石　

団　

孫
平
次
」

か
）、
孫
・
市
橋
孫
平
治
（
綱
昌
給
帳
「
二
百
石　

市
橋
孫
平
次
」）
と
続
い
た
が
、
貞

享
の
大
法
で
暇
を
下
さ
れ
た
（「
半
知
ニ
付
家
中
減
員
覚
書
」
に
「
弐
百
石　

市
橋
孫
平

治
」）。
も
う
一
方
が
「
子
孫
団
野
ヲ
号
ス
」
の
系
統
で
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に

団
野
軍
兵
衛
定
直
が
知
行
を
配
さ
れ
（「
光
通
給
帳
」
に
「
一
百
石　

団
野
軍
兵
衛
」）、

そ
の
後
も
綱
昌
の
代
（「
綱
昌
給
帳
」
に
「
一
高
百
石　

団　

軍
兵
衛
」）
を
経
て
元
禄

一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に
団
野
万
右
衛
門
定
好
が
跡
目
を
継
ぎ
、
幕
末
ま
で
続
い
て
い

く
（『
藩
士
履
歴
』）。
こ
の
団
野
家
は
「
柔
師
」「
流
儀
之
柔
師
役
」
を
務
め
（『
藩
士
履

歴
』）、『
国
事
叢
記
』
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
六
月
七
日
条
「
於
福
井
御
本
丸　

武
芸

　

御
覧
」
の
名
列
に
も
団
野
の
名
が
み
え
る
。
○
刀
柔
…
刀
と
柔
術
か
。「
諸
士
先
祖
之

記
」
で
は
市
橋
軍
兵
衛
が
会
得
し
た
武
術
は
「
柔
気
ノ
術
」
と
記
さ
れ
、『
続
片
聾
記
』

で
は
「
新
影
流
之
達
人
」
で
あ
り
か
つ
「
柔
気
流
」
を
会
得
し
た
と
あ
る
。
○
鳥
羽
…

京
都
の
南
の
洛
外
、
鳥
羽
郷
。
現 

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
、
伏
見
区
下
鳥
羽
。
○
縄
手
…

畷
（
な
わ
て
）。
田
ん
ぼ
と
田
ん
ぼ
の
間
の
道
。
人
気
の
な
い
一
本
道
。
○
京
都
ノ
所
司

代
…
京
都
所
司
代
。
江
戸
幕
府
が
京
都
に
設
け
た
出
先
機
関
の
長
官
で
、
朝
廷
・
公
家
・

社
寺
に
関
す
る
庶
務
、
京
都
お
よ
び
周
辺
諸
国
の
司
法
・
民
政
を
担
当
し
た
。
○
板
倉

侯
…
板
倉
伊
賀
守
。
こ
こ
で
は
、
勝
重
・
重
宗
の
い
ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
。
板
倉
勝
重
。

一
五
四
五
～
一
六
二
四
。
徳
川
家
康
に
仕
え
、
天
正
一
四
年
に
駿
河
の
町
奉
行
、
一
八

年
の
家
康
の
関
東
移
封
の
際
に
は
江
戸
町
奉
行
な
ら
び
に
関
東
代
官
を
務
め
る
。
以
後
、

京
都
奉
行
を
経
て
慶
長
八
年
に
京
都
所
司
代
に
就
任
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
京

都
所
司
代
を
息
子
の
重
宗
に
譲
っ
て
退
任
。
寛
永
元
年
没
。
板
倉
重
宗
。
一
五
八
六
～

一
六
五
六
。
板
倉
勝
重
の
長
男
で
、
寛
永
元
年
当
時
の
京
都
所
司
代
。
父
・
板
倉
勝
重
と

と
も
に
能
吏
と
し
て
知
ら
れ
る
。
元
和
六
年
、父
・
勝
重
の
跡
を
継
ぎ
京
都
所
司
代
と
な
っ

た
。
下
総
関
宿
城
主
。
○
洛
中
洛
外
…
京
都
の
市
街
地
と
郊
外
。
○
右
ハ
寛
永
元
年
ノ

事
也
…
「
諸
士
先
祖
之
記
」
に
も
鳥
羽
縄
手
で
の
挿
話
が
記
さ
れ
る
が
、
軍
兵
衛
の
強

盗
退
治
と
京
都
所
司
代
・
板
倉
公
か
ら
の
証
拠
状
の
時
期
は
示
さ
れ
ず
「
後
水
尾
様
御

宇
寛
永
元
年
参
内
被
仰
付
、天
下
無
双
之
号
ヲ
被
成
下
」
と
し
て
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

は
参
内
と
勅
印
を
受
け
た
年
と
さ
れ
る
。『
続
片
聾
記
』
の
「
柔
気
流　

市
橋
萬
右
衛
門

定
美
」
の
項
に
も
同
じ
く
軍
兵
衛
の
挿
話
が
あ
り
、
時
系
列
は
「
諸
士
先
祖
之
記
」
と

同
様
で
あ
る
。
市
橋
軍
兵
衛
の
京
都
で
の
強
盗
退
治
と
板
倉
公
の
証
拠
状
が
本
文
の
通

り
「
寛
永
元
年
ノ
事
」
で
あ
れ
ば
、「
板
倉
公
」
は
（
元
和
六
年
に
京
都
所
司
代
に
就
任

し
た
）
重
宗
を
指
す
。
し
か
し
、「
諸
士
先
祖
之
記
」
に
あ
る
通
り
寛
永
元
年
が
「
御
水

尾
天
皇
に
参
内
し
て
天
下
無
双
の
号
を
受
け
た
」
年
で
あ
れ
ば
、
強
盗
退
治
の
時
期
は

そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
た
め
重
宗
の
父
・
勝
重
の
可
能
性
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
福

井
市
史 

資
料
編
４
』
で
は
、「（
勝
重
）」
と
注
記
し
て
い
る
。
○
勤
番
…
交
代
勤
務
。
○

歯
ヲ
ク
ロ
メ
…
「
歯
黒
め
」。
鉄
漿
（
お
歯
黒
）
を
つ
け
る
こ
と
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

市
橋
軍
兵
衛
（
子
孫
は
団
野
と
号
し
て
い
る
）
は
、
刀
（
剣
術
）
と
柔
術
で
広
く
知

ら
れ
て
い
た
。
二
五
歳
の
と
き
、
諸
国
修
行
に
出
て
山
城
国
鳥
羽
で
人
気
の
な
い
道
を

歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
夜
盗
が
軍
兵
衛
の
前
後
を
囲
ん
だ
。
軍
兵
衛
は
数
人
を
切
捨
て
、

一
人
を
捕
ま
え
た
。
小
者
で
熊
蔵
と
い
う
者
が
あ
り
、
よ
く
戦
い
、
死
亡
し
た
。
そ
の

と
き
に
、
京
都
所
司
代
の
板
倉
候
か
ら
軍
兵
衛
に
証
拠
状
を
た
ま
わ
っ
た
。

今
月
一
七
日
の
夜
、
鳥
羽
の
あ
ぜ
道
に
お
い
て
、
大
勢
の
剛
盗
に
合
い
、
そ
の
場

に
て
八
人
を
打
ち
取
り
、
そ
の
う
ち
一
人
を
召
し
取
り
こ
ち
ら
へ
届
け
た
。
そ
ち
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ら
が
ま
だ
若
い
う
え
に
牢
人
の
た
め
不
審
に
思
い
、
い
ろ
い
ろ
と
吟
味
し
た
と
こ

ろ
、（
召
し
取
っ
て
届
け
ら
れ
た
者
は
）
洛
中
洛
外
に
隠
れ
も
な
い
強
盗
と
判
明
し

た
。
そ
ち
ら
の
働
き
は
神
妙
で
あ
り
、
前
代
未
聞
の
こ
と
と
感
じ
入
っ
た
。
そ
の

場
で
そ
ち
ら
の
草
履
取
が
負
傷
し
死
亡
し
た
こ
と
で
、
世
間
の
評
判
も
い
か
が
か

と
度
々
言
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
証
拠
の
た
め
こ
の
通
り
で
あ
る
。
謹
言
。

九
月
二
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板　

伊
賀
守　
　

在
判

　
　
　
　
　
　

市
橋
軍
兵
衛
殿

　
　

右
は
寛
永
元
年
の
出
来
事
で
あ
る
。
軍
兵
衛
は
の
ち
に
御
家
（
越
前
松
平
家
）
に
仕

官
し
た
。
門
人
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
時
、
軍
兵
衛
が
勤
務
に
就
い
て

留
守
の
と
き
に
、
夜
更
け
に
召
使
の
男
女
も
寝
静
ま
り
、
軍
兵
衛
の
妻
が
ひ
と
り
で
奥

に
入
り
鉄
漿
（
お
は
ぐ
ろ
）
を
つ
け
て
鏡
を
見
た
と
こ
ろ
、
後
ろ
に
引
き
ま
わ
し
て
あ
っ

た
屏
風
の
上
か
ら
男
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
顔
が
鏡
に
映
っ
た
。
妻
は
気
が
付
い
た
こ

と
を
少
し
も
表
情
に
出
さ
ず
に
鉄
漿
を
付
け
お
わ
り
、
屏
風
を
壁
に
押
し
付
け
た
。
案

の
定
、
賊
が
い
て
大
声
で
騒
い
だ
た
め
、
下
女
が
驚
い
て
起
き
出
し
て
理
由
を
問
う
の

で
、
妻
が
「
ま
ず
下
男
を
呼
び
な
さ
い
」
と
言
い
、
下
女
は
下
男
を
呼
ん
で
来
た
。
す

ぐ
に
下
男
に
盗
賊
を
縛
ら
せ
、
し
っ
か
り
と
梯
子
に
縛
り
付
け
て
か
ら
皆
は
寝
た
。
夜

が
明
け
て
、
軍
兵
衛
が
帰
宅
し
て
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
賊
を
引
き
出
し
て
み
る
と
よ
く

知
っ
て
い
る
者
だ
っ
た
。
軍
兵
衛
は
、「
お
前
は
ど
う
い
う
わ
け
で
こ
の
よ
う
な
悪
心
を

起
こ
し
た
の
か
。
も
し
、
他
の
家
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
即
座
に
殺
害
さ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
我
が
家
に
入
っ
た
か
ら
こ
そ
、
命
を
助
け
ら
れ
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
お
前
に
と
っ

て
幸
い
だ
っ
た
。
こ
の
後
、心
を
改
め
て
悪
行
を
な
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ろ
。
今
後
、

ど
こ
で
あ
っ
て
も
お
前
が
悪
事
を
な
し
た
と
聞
い
た
な
ら
ば
、
自
分
は
探
し
求
め
て
で

も
お
前
を
殺
す
。
必
ず
行
い
を
慎
む
よ
う
に
。
さ
ぞ
、
昨
晩
か
ら
腹
が
減
っ
た
だ
ろ
う
、

ま
ず
食
事
を
と
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
食
事
さ
せ
て
帰
し
た
。
賊
は
、
こ
れ
よ
り
後

は
悪
行
を
止
め
た
と
い
う
。

�

（
瓜
生
由
起
）

　
　
　

中
巻
―
第
八
話

一
雑
賀
新
五
左
衛
門
ハ
居
合
柔
ニ
妙
ヲ
得
タ
リ
、
加
州
ニ
テ
人
ヲ
害
シ
、
逃
レ

来
テ
当
国
府
中
ニ
ア
リ
、
然
ル
ニ
加
州
ニ
テ
害
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
男
子
二
人

ア
リ
、
年
ヘ
テ
府
中
ニ
来
リ
雑
賀
ニ
会
テ
讎

（
あ
だ
）ヲ

報
ハ
ン
ト
ス
、
雑
賀
カ
云
、

我
是
迄
存
命
セ
シ
ハ
幸
ト
云
ベ
シ
、
今
運
極
ツ
テ
爰
ニ
ア
ヒ
ヌ
、
何
ソ
敵
セ

ン
ト
云
テ
、
頭
ヲ
伸
テ
待
ツ
、
二
人
カ
云
、
讐
ナ
レ
バ
ト
テ
士
タ
ル
者
死
人

同
事
ノ
者
ヲ
討
ハ
、
必
不
勇
ノ
名
ヲ
ト
ラ
ン
、
曲
テ
勝
負
ス
ベ
シ
ト
云
、
雑

賀
又
云
、
必
我
言
ヲ
用
ヨ
、
闘
争
ニ
及
ン
デ
若
我
汝
等
ニ
討
レ
バ
我
カ
技
藝

ノ
名
ヲ
ケ
ガ
サ
ン
、
然
レ
ハ
闘
フ
程
ナ
ラ
バ
粉
骨
ヲ
ツ
ク
シ
テ
働
ク
ベ
シ
、

必
ス
汝
ラ
ヲ
返
リ
討
ニ
セ
ン
、
然
ル
時
ハ
、
ナ
ン
ヂ
ラ
本
意
ヲ
遂
サ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
、
我
モ
又
心
ヨ
カ
ラ
ズ
、
首
ヲ
伸
テ
討
ス
ル
時
ハ
、
汝
等
年
来
ノ
宿

意
ヲ
達
ス
、
我
モ
又
失
ナ
シ
、
両
人
強
テ
キ
カ
ズ
、
運
ハ
天
ニ
ア
リ
、
我
等

運
ツ
キ
テ
討
レ
ハ
死
ヲ
以
テ
孝
ニ
報
ズ
ベ
シ
、
決
シ
テ
雌
雄
ヲ
争
フ
ベ
シ
ト

云
、
是
ニ
ヨ
ツ
テ
松
森
河
原
ニ
出
テ
戦
フ
、
雑
賀
カ
働
キ
盤
石
ヲ
以
テ
鶏
卵

ヲ
押
ス
ガ
如
ク
、
終
ニ
二
人
ヲ
殺
害
シ
タ
リ
、
後
東
武
ニ
出
ツ
、
芥
川
如
水

ト
改
名
シ
テ
市
中
ニ
隠
ル

［
注
釈
］

　

○
雑
賀
新
五
左
衛
門
…
給
帳
、「
諸
士
先
祖
之
記
」『
藩
士
履
歴
』
に
は
記
載
な
し
。
小

説
家
・
長
谷
川
伸
の
「
敵
討
考
」（『
日
本
人
と
忠
臣
蔵
（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
）』
至
文
堂
、

一
九
七
九
年
）
に
返
り
討
ち
の
例
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
典
拠
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
○
妙
を
得
る
…
ひ
じ
ょ
う
に
巧
み
で
あ
る
こ
と
。
○
松
森
河
原
…
現
在
の
越

前
市
松
森
町
。
日
野
川
中
流
域
（
西
岸
）
に
位
置
す
る
。
○
盤
石
を
も
っ
て
鶏
卵
を
押
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

す
…
四
字
熟
語
「
泰
山
圧
卵
（
泰
山
を
も
っ
て
卵
を
圧
す
）」（
強
い
者
が
弱
い
者
を
圧

倒
す
る
こ
と
の
た
と
え
）
に
類
し
た
意
味
か
。
○
東
武
…
江
戸
の
別
名
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

雑
賀
新
五
左
衛
門
は
、
居
合
と
柔
術
に
ひ
じ
ょ
う
に
巧
み
で
あ
っ
た
が
、
加
賀
国
で

人
を
殺
害
し
、
逃
げ
て
来
て
越
前
府
中
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
加
賀
で
雑
賀
に
殺
害
さ

れ
た
者
に
は
息
子
が
二
人
お
り
、
成
長
し
て
府
中
に
来
て
雑
賀
に
会
い
仇
討
ち
を
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
雑
賀
が
言
う
に
は
、「
自
分
が
こ
れ
ま
で
存
命
し
た
の
は
幸
い
と
言

う
べ
き
だ
ろ
う
。
今
、
運
が
尽
き
て
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
。
ど
う
し
て
敵
対
し
よ
う
か
」

と
言
っ
て
、頭
を
差
し
伸
べ
て
待
っ
た
。
仇
討
ち
に
来
た
二
人
が
言
う
に
は
、「
讐
（
あ
だ
）

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
武
士
た
る
も
の
が
死
人
同
然
の
者
を
討
っ
た
の
で
は
、
必
ず
不
勇

と
の
評
判
を
と
る
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
も
勝
負
し
ろ
」と
言
っ
た
。
雑
賀
は
ま
た
言
っ
た
。

「
絶
対
に
私
の
言
う
通
り
に
す
る
の
だ
、
闘
争
に
及
ん
で
も
し
私
が
お
前
た
ち
に
討
た
れ

れ
ば
、
私
の
技
芸
の
名
声
が
汚
さ
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
戦
う
と
な
っ
た
ら
、
自
分

は
粉
骨
を
尽
く
し
て
力
の
限
り
働
く
だ
ろ
う
。
間
違
い
な
く
、
お
前
た
ち
を
返
り
討
ち

に
す
る
。
そ
の
時
は
、
お
前
た
ち
が
本
意
を
遂
げ
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
私
も
ま
た

気
持
ち
が
よ
く
な
い
。
首
を
伸
ば
し
て
討
た
せ
た
場
合
は
、
お
前
た
ち
は
年
来
の
宿
願

を
達
し
、
私
も
ま
た
失
う
も
の
は
な
い
」
と
。
二
人
は
頑
な
に
そ
の
言
い
分
を
聞
か
ず
、

「
運
は
天
に
あ
り
、
我
ら
の
運
が
尽
き
て
討
た
れ
れ
ば
、
死
を
も
っ
て
孝
に
報
じ
よ
う
、

絶
対
に
雌
雄
を
争
う
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
松
森
河
原
に
出
て
戦
っ
た
。

雑
賀
の
働
き
は
盤
石
を
も
っ
て
鶏
卵
を
押
す
よ
う
に
圧
倒
的
で
、
と
う
と
う
二
人
を
殺

害
し
た
。
雑
賀
は
の
ち
に
江
戸
に
出
て
、
芥
川
如
水
と
改
名
し
て
市
中
に
隠
れ
住
ん
だ
。

�

（
瓜
生
由
起
）

　
　
　

中
巻
―
第
九
話

一
幕マ

ク

屋ヤ

与
右
衛
門
ハ
、
幕
屋
大ダ

イ
キ
ウ休

ガ
弟
ニ
テ
剣
術
ニ
達
ス
、
後
江
戸
ニ
出
テ
其

名
関
東
ニ
鳴ナ

ル
、
或
時
吉
原
ニ
至
リ
暁
ニ
及
ン
テ
日
本
堤
ヲ
帰
ル
、
謡
ヲ
歌

フ
テ
過ス

グ

ル
時
ニ
夜
盗
七
人
出
テ
前
後
ヲ
囲
ム
、
与
右
衛
門
少
モ
驚
カ
ズ
、
ハ

ケ
ル
所
ノ
皮セ

ツ
タ履

ヲ
ヌ
ヒ
テ
腰
ニ
ツ
ケ
、
短
刀
ヲ
抜
テ
切
ム
ス
ブ
、
臨
機
応
変

神
ノ
如
シ
、
終
ニ
六
人
ヲ
キ
ル
、
一
人
逃ノ

ガ

レ
テ
叢
ニ
隠
ル
、
与
右
衛
門
一
人

ヲ
ノ
ガ
シ
タ
ル
口
惜
サ
ヨ
ト
独
言
シ
テ
、
短
刀
ヲ
以
テ
叢
ヲ
突
廻
ル
、
賊
背セ

中ナ
カ

ニ
当
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
声
ヲ
発
セ
ズ
、
爰
ニ
於
テ
与
右
衛
門
遠
ク
逃
レ
タ
ル

ト
思
ヒ
ケ
ル
ガ
、
田
ノ
水
ニ
テ
刀
ヲ
ヌ
グ
ヒ
テ
腰
ニ
オ
サ
メ
、
足
ヲ
洗
テ

皮セ
ツ
タ履

ヲ
ハ
キ
、
前
ニ
歌
ヒ
残
シ
タ
ル
謡
ヲ
ウ
ト
ウ
テ
行
、
其
音ヲ

ン
ゼ
ウ声

前
ニ
少
モ

カ
ハ
ラ
ズ
、
叢
ニ
隠
レ
シ
賊
ハ
疵
ヲ
蒙
ム
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ
命
ヲ
助
リ
シ
、
本モ

ト

当
国
ノ
産
也
シ
ガ
、
是
ヨ
リ
心
ヲ
改
メ
、
再
ヒ
当
国
ニ
帰
リ
民
ト
ナ
ル
、
後

年
此
時
ノ
首
尾
ト
、
且
後
ニ
聞
バ
幕
屋
ナ
リ
シ
ヨ
シ
、
思
ヒ
出
セ
ハ
身
ノ
毛

モ
立
ヌ
ル
ト
人
ニ
語
リ
ケ
ル

［
校
訂
］

①
ウ
ト
ウ
テ
→
⑤
歌
フ
テ　

①
ク
サ
ム
ラ
→
⑤
叢　

①
ア
ラ
ヒ
テ
→
⑤
洗
テ　

①
ウ
タ
ヒ

→
⑤
歌
ヒ　

①
カ
ウ
ム
ル
ト
→
⑤
蒙
ム
ル
ト　

①
タ
ス
カ
リ
シ
→
⑤
助
リ
シ　

①
ナ
リ

シ
ガ
→
⑤
也
シ
ガ

［
注
釈
］

　

○
幕
屋
与
右
衛
門
…
幕
屋
宗
八
郎
清
房
の
次
男
、
幕
屋
大
休
の
弟
。
父
清
房
に
剣
術
を

学
び
奥
秘
を
極
め
、
江
戸
に
道
場
を
開
く
。
寛
永
頃
、
探
入
斉
（
狩
野
探
幽
）
の
絵
画
・

外
郎
の
蹴
鞠
・
幕
屋
の
兵
法
が
江
戸
の
三
名
物
と
し
て
評
判
と
な
り
有
名
。
四
〇
余
歳
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

に
江
戸
に
て
死
去
（『
全
国
諸
藩
剣
豪
人
名
事
典
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）。

○
幕
屋
大
休
…
一
六
〇
九
～
一
六
八
九
。
松
田
派
新
陰
流
の
達
人
。
名
は
清
信
、
弥
次

右
衛
門
、
晩
年
は
大
休
と
称
す
る
。
幕
屋
清
房
の
長
男
。
祖
父
清
次
は
旧
臣
松
田
織
部

之
助
清
栄
よ
り
新
陰
流
を
相
伝
し
、
清
房
に
伝
授
。
清
房
は
の
ち
福
井
に
移
り
、
藩
士

杉
田
五
郎
兵
衛
に
仕
え
た
。
清
信
は
父
清
房
に
学
ぶ
と
と
も
に
、馬
場
新
左
衛
門
光
家（
旧

臣
馬
場
正
長
子
）
の
越
前
訪
問
時
に
新
陰
流
の
奥
秘
を
伝
授
さ
れ
一
家
を
成
し
、
福
井

藩
の
剣
術
師
範
と
な
る
。
清
信
の
後
は
嫡
子
清
勝
の
病
身
に
よ
り
弟
貞
清
が
流
儀
を
継

承
し
た
が
、
法
を
犯
し
て
（「
続
片
聲
記
」
で
は
「
勘
気
を
蒙
り
」）
越
前
を
追
放
。
流

儀
断
絶
の
危
機
に
瀕
し
た
が
、
大
休
の
門
人
横
山
藤
八
郎
記
章
が
流
儀
を
継
承
し
、
以

後
横
山
家
は
福
井
藩
の
剣
術
師
範
役
の
家
と
し
て
確
立
し
た
（「
続
片
聾
記
」『
全
国
諸

藩
剣
豪
人
名
事
典
』）。
○
吉
原
…
現
東
京
都
台
東
区
。
江
戸
幕
府
の
公
許
遊
廓
地
。
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
散
在
し
て
い
た
遊
女
屋
を
葺
屋
町
東
隣
（
現
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
）
に
集
約
（「
元
吉
原
」
と
呼
称
）。
そ
の
後
徐
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
江

戸
町
整
備
・
明
暦
大
火
の
類
焼
に
よ
り
、明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
八
月
浅
草
千
束
村
（
現

台
東
区
千
束
）
へ
移
転
（「
新
吉
原
」
と
呼
称
）。
○
日
本
堤
…
源
東
京
都
台
東
区
浅
草

七
丁
目
か
ら
三
ノ
輪
に
至
る
土
手
通
り
。
吉
原
の
浅
草
移
転
後
に
吉
原
通
い
の
道
と
な

り
、「
吉
原
土
手
」・「
土
手
八
丁
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

［
現
代
語
訳
］

　

幕
屋
与
右
衛
門
は
幕
屋
大
休
の
弟
で
、
剣
術
に
優
れ
て
い
た
。
の
ち
に
江
戸
に
出
て
、

そ
の
名
は
関
東
に
知
れ
渡
っ
た
。

　

あ
る
時
吉
原
に
赴
き
、
夜
中
に
な
り
日
本
堤
を
通
っ
て
帰
宅
し
て
い
た
。
謡
を
う
た
い

な
が
ら
通
過
し
た
時
に
夜
盗
七
人
が
出
て
来
て
、
与
右
衛
門
の
前
後
を
取
り
囲
ん
だ
。
与

右
衛
門
は
少
し
も
驚
か
ず
に
、
履
い
て
い
た
皮
履
を
脱
い
で
腰
に
つ
け
、
短
刀
を
抜
い
て

夜
盗
と
切
り
合
っ
た
。
臨
機
応
変
の
行
動
は
神
の
様
で
あ
っ
た
。
つ
い
に
六
人
を
切
っ
た
。

一
人
は
そ
の
場
を
逃
れ
て
草
む
ら
に
隠
れ
た
。
与
右
衛
門
は
「
一
人
を
逃
し
た
残
念
さ
よ
」

と
独
り
言
を
言
い
、
短
刀
を
持
っ
て
草
む
ら
を
突
い
て
廻
っ
た
。
短
刀
が
夜
盗
の
背
中
に

あ
た
っ
た
が
、
夜
盗
は
声
を
発
し
な
か
っ
た
。
故
に
与
右
衛
門
は
夜
盗
が
遠
く
に
逃
れ
た

と
思
い
、
田
の
水
に
て
刀
を
拭
っ
て
腰
に
納
め
、
足
を
洗
っ
て
皮
履
を
履
き
、
先
程
の
謡

を
う
た
い
な
が
ら
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
音
量
は
前
と
少
し
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

草
む
ら
に
隠
れ
て
い
た
夜
盗
は
負
傷
し
た
け
れ
ど
も
、
命
は
助
か
っ
た
。

　

夜
盗
は
も
と
も
と
越
前
国
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
よ
り
改
心
し
再
び
越
前
国

に
戻
り
、
民
と
な
っ
た
。
後
年
こ
の
時
の
顛
末
と
後
に
聞
い
た
所
に
よ
る
と
、
幕
屋
与
右

衛
門
の
事
だ
と
思
い
出
し
、
身
震
い
し
た
と
人
に
語
っ
た
。

�

（
田
中
丈
敏
）

　
　
　

中
巻
―
第
一
〇
話

一
荒
川
彦
太
夫
後
卜
順

ト
号
ス
ハ
鎗
術
ニ
達
ス
、
曽カ

ツ

テ
放
鷹
ノ
術
ニ
長
ズ
、
其
生ウ

マ
レ
ツ
キ質

異

風
也
、
吉
品
公
ノ
寵
甚
厚
シ
、
放
鷹
毎ゴ

ト

ニ
供
奉
セ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
、
年
老
テ

御
秘
蔵
ノ
馬
ヲ
玉
ハ
リ
、
馬
上
ニ
テ
供
奉
ス
ル
事
ヲ
ユ
ル
サ
ル
、
或
日
鷹
狩

ヨ
リ
入
ラ
セ
玉
フ
時
、
吉
品
公
ト
馬
ヲ
並
ベ
テ
供
奉
ス
、
御
帰
殿
シ
玉
ヒ
彦

太
夫
ヲ
召
テ
ノ
玉
ハ
ク
、
汝
馬
上
ニ
テ
供ト

モ

ス
ル
ハ
ユ
ル
ス
所
ナ
レ
バ
、
引
下

リ
テ
来
ル
ベ
シ
、
我
ト
立
並
ヒ
テ
騎ノ

ル

時
ハ
、
門
番
ノ
足
軽
ナ
ド
軽
キ
者
ノ
事

ナ
レ
バ
、
我
ト
見
ア
ヤ
マ
ツ
事
モ
ア
ル
ベ
シ
、
以
後
心
ヲ
付
ヘ
シ
ト
ノ
玉
フ
、

彦
太
夫
ガ
云
、
大
将
タ
ル
人
傍

カ
タ
ハ
ラ

ニ
馬
上
ノ
者
ナ
キ
時
ハ
、
何
ソ
急
用
ア
ル
時

指
支
ア
リ
、以
後
ト
テ
モ
如
此
ト
云
テ
キ
カ
ズ
、或
ハ
御
泉
水
エ
成
セ
ラ
ル
ヽ

時
、
彦
太
夫
ガ
門
前
ヲ
態ワ

ザ

ニ
通
ラ
セ
ラ
レ
、
門
ヨ
リ
彦
太
夫
ヲ
召
セ
ラ
レ
、

只
今
泉
水
屋
敷
ニ
至
ル
間
、
汝
早
ク
来
ル
ベ
シ
ト
ノ
玉
フ
、
彦
太
夫
答
テ
云
、

只
今
御
侍
共
鎗
ノ
修
行
ニ
参
リ
居
レ
バ
、
急
ニ
御
供
仕
リ
ガ
タ
シ
、
稽
古
終
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

リ
ナ
バ
御
跡
ヨ
リ
参
ル
ベ
シ
ト
申
上
シ
、
又
或
時
屋
代
筋
水
鳥
多
相
見
ユ
ル

ニ
ヨ
リ
、
明
日
五
ツ
時
御
出
ナ
サ
ル
ベ
キ
旨
仰
出
サ
ル
、
彦
太
夫
命
ヲ
受
ナ

ガ
ラ
夜
深
ニ
出
、
屋
代
筋
ヘ
晨

（
あ
さ
）ニ

イ
タ
リ
鷹
ヲ
ツ
カ
ウ
テ
帰
ル
、
獲
物
尤
多

シ
、
後
シ
テ
吉
品
公
成
セ
ラ
ル
ヽ
ト
云
ト
モ
鳥
一
向
居
ズ
、
興
ナ
ク
シ
テ
直

ニ
帰
ラ
セ
ラ
ル
、
是
必
彦
太
夫
ガ
仕
業
ナ
ル
ベ
シ
ト
テ
大
ニ
怒
リ
玉
ヒ
、
彦

太
夫
ヲ
召
テ
甚
罵
リ
玉
フ
、
彦
太
夫
イ
カ
ヾ
思
ヒ
ケ
ン
、
御
前
ヲ
立
、
直
ニ

府
中
辺
ニ
立
退
ク
、
吉
品
公
大
ニ
驚
カ
セ
玉
ヒ
、
人
ヲ
シ
テ
召
玉
ヘ
ト
モ
、

病
気
・
保
養
ト
号
シ
テ
帰
ラ
ズ
、
竟

（
つ
い
）ニ

御
側
武
頭
飯
沼
官
兵
衛
ニ
命
シ
テ
、

召
帰
シ
玉
フ
、
飯
沼
ガ
書
簡
、
左
ニ
記
ス

　
　
　
　

�

尚
々
、殊
更
御
念
比
之
御
意
共
ニ
候
、中
々
不
被
述
筆
頭
候
、急
々

御
越
可
然
存
候
、
此
返
事
御
覧
被
為
成
候
に
て
可
有
之
候
ま
ゝ
、

其
段
御
心
得
御
報
可
被
成
候
、
態
飛
脚
遣
申
候
と
の
御
返
事
可
被

成
候
、
い
や
と
被
申
候
と
も
、
其
方
之
事
御
は
な
し
被
為
成
間
敷

旨
御
意
ニ
候
ま
ゝ
、
急
々
先
日
之
御
書
中
之
通
も
以
使
申
入
候
、

御
返
事
可
被
申
上
候
、
以
上

　
　

�

一
筆
令
啓
達
候
、
昨
日
屋
代
江
御
鷹
野
ニ
被
為
成
、
御
手
前
儀
御
尋
被
為

成
候
故
、
府
中
へ
腹
中
為
養
生
罷
越
候
と
申
上
候
得
ハ
、
拙
子
方
ゟ
態
飛

脚
遣
可
申
遣
段
ハ
、
彦
太
夫
御
奉
公
ニ
不
罷
出
候
内
ニ
御
鷹
野
ニ
御
出
ニ

被
為
成
間
敷
旨
御
意
ニ
候
、
左
候
得
ハ
御
慰
ひ
し
と
無
之
候
間
、
其
段
内

蔵
之
助
殿
御
聞
候
ハ
ヽ
腹
立
可
被
成
候
、
第
一
御
鷹
野
ニ
其
方
不
被
罷
出

候
内
御
出
不
被
為
成
候
へ
ハ
、
も
つ
た
ひ
も
な
き
御
事
ニ
候
間
、
急
々
罷

越
可
然
旨
申
遣
候
へ
と
の
御
意
ニ
候
間
、
無
御
油
断
御
養
生
候
て
、
早
々

御
越
可
然
候
、
恐
々
謹
言

　
　

九
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
沼
官
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
判

　
　

荒
川
彦
太
夫
様

　
　
　
　

�

尚
々
、
少
も
早
く
罷
出
候
様
ニ
と
被
為
思
召
候
旨
、
少
成
と
も
能

候
は
、早
々
御
越
御
尤
存
候
、先
日
之
御
返
事
も
御
覧
被
為
成
候
、

此
返
事
も
御
覧
可
被
為
成
旨
、
其
心
得
可
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　

�

以
飛
脚
申
達
候
、
御
手
前
気
色
如
何
候
や
、
御
意
被
為
成
候
ハ
、
彦

大
夫
御
奉
公
ニ
不
罷
出
候
内
ハ
、
三
国
え
御
泊
り
御
鷹
野
ニ
も
被
為

成
御
座
間
敷
旨
御
諚
ニ
候
間
、
早
々
被
参
可
然
存
候
、
拙
者
方
ゟ
急

ニ
罷
出
候
様
ニ
可
申
遣
旨
ニ
候
、
我
等
存
候
ハ
、
先
日
之
御
返
事
之

文
言
偽
と
も
存
候
ハ
、
佐
久
間
治
部
右
方
又
ハ
其
方
一
類
申
、
早
く

御
奉
公
ニ
罷
出
候
え
と
せ
つ
き
申
候
由
ニ
候
へ
共
、
へ
ん

く
と
其

元
ニ
養
生
と
て
被
居
候
、
其
方
故
ニ
三
国
え
の
御
泊
り
御
鷹
野
御
延

被
為
成
義
、
扨
々
為
其
方
ニ
ハ
冥
加
之
ほ
と
も
お
そ
ろ
し
く
存
候
、

早
々
御
越
可
然
存
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　

十
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
沼
官
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
判

　
　
　
　
　
　
　

荒
川
彦
太
夫
様

［
校
訂
］

　

①
指
ツ
カ
エ
ア
リ
→
⑤
指
支
ア
リ　

①
御
侍
ト
モ
→
⑤
御
侍
共　

①
被
為
成
に
て
→
⑤
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

被
為
成
候
に
て　

①
御
出
ニ
為
成
→
⑤
御
出
ニ
被
為
成　

①
少
成
と
も
御
覧
被
為
成
候
、

此
返
事
も
御
覧
可
被
成
候
間
、
其
心
得
可
有
之
候
→
⑤
少
成
と
も
能
候
は
、
早
々
御
越

御
尤
存
候
、
先
日
之
御
返
事
も
御
覧
被
為
成
候
、
此
返
事
も
御
覧
可
被
為
成
旨
、
其
心

得
可
有
之
候
。

［
注
釈
］

　

○
荒
川
彦
太
夫
…
荒
川
高
吉
。
本
国
下
野
、
生
国
越
前
、
姓
不
知
、
の
ち
に
卜
順
（
法

号
徳
岸
卜
順
居
士
）。
父
荒
川
四
郎
大
夫
重
正
は
忠
直
代
か
ら
仕
え
て
い
た
が
、
故
あ
っ

て
暇
を
願
い
敦
賀
に
蟄
居
。
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
一
二
月
の
大
坂
冬
の
陣
の
際
、

本
多
富
正
よ
り
軍
勢
を
借
り
参
陣
す
る
も
の
の
討
死
、
享
年
二
九
歳
、
葬
地
は
府
中
金
剛

院
（
後
に
福
井
孝
顕
寺
へ
改
葬
）。
高
吉
（『
稿
本
福
井
市
史 

下
』
福
井
市
、
一
九
四
一

年
は
重
正
の
養
子
と
す
る
）
は
父
の
由
緒
に
よ
り
富
正
か
ら
合
力
を
支
給
さ
れ
仕
え
て

い
た
が
、
光
通
代
の
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
福
井
藩
士
と
な
る
（「
諸
士
先
祖
之
記
」

「
越
藩
諸
師
家
由
緒
記
」）。
五
〇
歳
の
時
大
番
組
二
〇
〇
石
、
延
享
年
中
一
〇
〇
石
加
増

（
都
合
三
〇
〇
石
）、
貞
享
の
半
知
に
よ
り
一
五
〇
石
に
減
封
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

八
月
一
日
死
去
、
享
年
八
〇
歳
、
葬
地
孝
顕
寺
。
神
道
流
（
本
間
流
）
鎗
術
師
範
。
同

流
は
飯
篠
長
威
入
道
か
ら
始
ま
り
、
塚
原
前
土
佐
守
・
塚
原
新
左
衛
門
尉
・
塚
原
卜
伝
・

本
間
勘
解
由
左
衛
門
尉
と
受
け
継
が
れ
、
高
吉
は
そ
の
次
の
本
間
外
記
重
成
よ
り
伝
授
。

同
じ
頃
越
前
に
薙
刀
の
達
人
穴
沢
次
郎
八
が
訪
れ
、
闘
技
し
て
勝
利
し
た
と
す
る
逸
話

も
あ
り
。
高
吉
の
後
は
安
太
夫
重
次
・
彦
太
夫
重
増
・
団
次
郎
武
之
と
、
代
々
荒
川
家

は
藩
の
鎗
術
師
範
役
を
務
め
る
家
柄
と
し
て
確
立
（「
越
藩
諸
師
家
由
緒
記
」）。
○
屋
代

筋
…
現
福
井
市
日
野
川
下
流
右
岸
・
足
羽
川
下
流
左
岸
に
位
置
。「
名
蹟
考
」
に
は
、
足

羽
杜
庄
七
村
（
東
下
野
・
西
下
野
・
殿
下
塚
［
福
］・
訳
語
園
［
門
前
］・
若
杉
・
加
茂

河
原
・
小
山
谷
）
に
福
井
城
下
石
場
町
組
・
神
宮
寺
町
を
加
え
、「
今
此
辺
を
さ
し
て
矢

代
筋
と
唱
ふ
」
と
あ
る
。
特
に
加
茂
河
原
村
の
加
茂
山
・
奥
山
は
藩
の
坂
鳥
場
に
指
定

さ
れ
、
沼
・
湿
地
か
ら
飛
び
立
つ
鳥
を
山
・
丘
の
上
で
待
ち
、
柄
の
つ
い
た
Ｙ
字
型
の

網
で
捕
獲
す
る
「
坂
鳥
（
打
）」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
『
福
井
藩
史
事
典
』（
三
四
．

鳥
見
頭
（
付
）
鷹
匠
・
鵜
匠
）
に
は
、
御
鷹
野
場
所
の
一
つ
に
「
屋
代
筋
加
茂
村
」
と

み
え
る
。
な
お
同
地
の
坂
鳥
打
の
様
子
は
「
名
蹟
考
」
に
挿
図
が
あ
る
ほ
か
、「
福
井
藩

十
二
ヶ
月
年
中
行
事
絵
巻
」（
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館 

福
井
市
春
嶽
公
記
念
文
庫
）
に

も
「
九
月
加
茂
山
坂
鳥
の
図
」
と
題
さ
れ
た
同
様
の
図
が
存
す
る
。
○
飯
沼
官
兵
衛
…

飯
沼
正
良
。
祖
父
十
郎
右
衛
門
正
休
は
飛
騨
国
金
森
家
に
仕
え
て
い
た
が
秀
康
代
に
呼

び
寄
せ
ら
れ
仕
官
。
そ
の
後
源
左
衛
門
（
正
休
子
）・
十
郎
右
衛
門
（
源
左
衛
門
子
）
と

家
督
が
続
い
た
が
、
理
由
は
不
明
な
が
ら
十
郎
右
衛
門
に
暇
が
下
さ
れ
本
家
は
断
絶
。

一
方
正
良
（
十
郎
右
衛
門
弟
）
は
祖
父
正
休
に
よ
っ
て
幼
少
期
よ
り
飛
騨
国
宇
都
宮
兵

部
の
養
子
（
三
男
）
に
遣
わ
さ
れ
、「
宇
都
宮
四
郎
左
衛
門
」
と
称
し
て
い
た
。
本
家
断

絶
に
よ
り
正
休
が
正
良
を
差
し
戻
し
、
光
通
部
屋
住
期
よ
り
仕
官
（「
諸
士
先
祖
之
記
」）。

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
養
父
官
兵
衛
（
正
休
？
十
郎
右
衛
門
？
）
跡
知
四
〇
〇
石
相
続
、

貞
享
の
半
知
に
よ
り
二
〇
〇
石
に
減
封
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
〇
〇
石
加
増
（
都

合
三
〇
〇
石
）、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
一
〇
〇
石
加
増
（
都
合
四
〇
〇
石
）・
奉
行

職
任
命
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
奉
行
職
免
職
（『
藩
士
履
歴
』）。
○
内
蔵
之
助
…
福

井
藩
重
臣
本
多
家
二
代
昌
長
。
○
佐
久
間
治
部
右
…
佐
久
間
治
部
右
衛
門
。
本
多
昌
長

家
老
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

荒
川
彦
太
夫
（
後
に
卜
順
と
改
称
）
は
鎗
術
に
優
れ
て
い
た
。
以
前
か
ら
放
鷹
の
術

に
も
長
け
て
い
た
。
そ
の
気
質
は
普
通
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
吉
品
公
に
大
変
気
に
入

ら
れ
、
放
鷹
ご
と
に
供
奉
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
年
老
い
て
吉
品
公
の
秘
蔵
の
馬

を
下
賜
さ
れ
、
馬
上
に
て
供
奉
す
る
事
を
許
さ
れ
た
。

　
　

あ
る
日
鷹
狩
り
の
帰
路
時
に
、
彦
太
夫
は
吉
品
公
と
馬
を
並
べ
て
供
奉
し
た
。
帰
殿
後

吉
品
公
は
彦
太
夫
を
呼
び
、「
馬
上
に
て
供
奉
す
る
事
は
許
し
た
が
、
入
城
時
は
自
分
よ

り
も
引
き
下
が
っ
て
供
奉
す
べ
き
で
あ
る
。
自
分
と
並
ん
で
騎
馬
す
る
と
、
門
番
の
足
軽

な
ど
の
軽
き
者
は
自
分
と
見
間
違
え
る
事
も
あ
る
。
今
後
気
を
付
け
る
よ
う
に
」
と
述
べ

た
。
彦
太
夫
は
「
大
将
た
る
人
の
側
に
馬
上
の
者
が
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
何
か
緊
急
の
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事
が
あ
っ
た
時
に
支
障
が
あ
る
。今
後
も
同
様
に
供
奉
し
ま
す
」と
言
っ
て
聞
か
な
か
っ
た
。

　
　

ま
た
吉
品
公
の
泉
水
屋
敷
御
成
の
際
、
吉
品
公
が
彦
太
夫
の
家
の
門
前
を
故
意
に
通
ら

れ
、
門
よ
り
彦
太
夫
を
呼
び
寄
せ
、「
今
か
ら
泉
水
屋
敷
に
赴
く
の
で
、
そ
な
た
も
早
く
来

る
よ
う
に
」
と
述
べ
た
。
彦
太
夫
は
「
今
か
ら
侍
ど
も
と
鎗
の
稽
古
に
行
く
の
で
、
急
の

お
供
を
務
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。稽
古
終
了
後
に
泉
水
屋
敷
に
参
り
ま
す
」と
答
え
た
。

　
　

ま
た
あ
る
時
は
屋
代
筋
で
水
鳥
が
多
く
確
認
さ
れ
た
の
で
、
彦
太
夫
へ
「
明
日
五
ツ

時
（
午
前
八
時
頃
）
赴
く
よ
う
に
」
と
の
吉
品
公
の
命
が
あ
っ
た
。
し
か
し
彦
太
夫
は

命
を
受
け
な
が
ら
、
深
夜
に
出
発
し
、
明
け
方
に
到
着
し
て
放
鷹
を
お
こ
な
い
、
多
く

の
獲
物
を
捕
獲
し
帰
宅
し
た
。
そ
の
後
吉
品
公
が
鷹
狩
り
に
赴
い
た
が
、
水
鳥
が
全
く

い
な
か
っ
た
た
め
興
醒
め
し
、
す
ぐ
に
帰
殿
し
た
。
吉
品
公
は
「
こ
れ
は
き
っ
と
彦
太

夫
の
仕
業
で
あ
る
」
と
大
変
怒
り
、
彦
太
夫
を
呼
ん
で
大
い
に
非
難
し
た
。
す
る
と
彦

太
夫
は
何
を
思
っ
た
か
、
吉
品
公
の
御
前
を
立
ち
、
す
ぐ
に
府
中
辺
に
戻
っ
た
。
吉
品

公
は
大
変
驚
き
、
使
い
を
派
遣
し
て
彦
太
夫
を
呼
び
寄
せ
た
が
、
彦
太
夫
は
病
気
・
保

養
と
称
し
て
戻
ら
ず
、
よ
う
や
く
御
側
武
頭
飯
沼
官
兵
衛
に
命
じ
て
、
呼
び
戻
す
こ
と

に
成
功
し
た
。
飯
沼
の
書
簡
を
左
に
記
す
。

書
状
に
て
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
日
吉
品
公
が
屋
代
筋
へ
鷹
狩
り
に
赴
き
、
貴
殿
の

こ
と
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、「
府
中
へ
腹
中
養
生
の
た
め
に
戻
っ
て
い
る
」
と
答
え

ま
し
た
。
私
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
飛
脚
を
遣
わ
し
た
の
は
、
吉
品
公
か
ら
「
彦
太
夫
が

奉
公
に
出
な
い
間
は
鷹
狩
り
へ
赴
か
な
い
」
と
の
お
考
え
を
承
っ
た
か
ら
で
す
。

貴
殿
が
不
在
で
あ
れ
ば
御
慰
み
に
も
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
聞
け
ば
本
多
昌
長
殿

も
立
腹
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
貴
殿
の
不
在
が
原
因
で
、
吉
品
公
が
鷹

狩
り
に
御
出
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
。「
急
ぎ
奉

公
に
出
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
の
吉
品
公
の
お
考
え
で
す
の
で
、十
分
養
生
し
、

早
く
奉
公
に
出
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
恐
々
謹
言
。

　
　
　
　
　
　

九
月
二
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
沼
官
兵
衛
在
判

　
　
　
　
　
　
　

荒
川
彦
太
夫
様

尚
、
こ
れ
は
吉
品
公
の
大
変
懇
切
な
る
お
考
え
で
す
。
中
々
文
章
に
は
尽
し
が

た
い
で
す
。
急
ぎ
奉
公
に
出
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
書
状
の
返

事
を
、
吉
品
公
も
御
覧
に
な
る
の
で
、
心
得
て
お
返
事
く
だ
さ
い
。「
態
飛
脚
遣

申
候
」
と
の
文
言
を
入
れ
て
返
事
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
た
と
え
貴
殿
が
嫌
と

い
っ
て
も
、
吉
品
公
は
貴
殿
を
召
し
放
つ
こ
と
は
し
な
い
考
え
で
す
。
急
ぎ
先

日
の
書
状
同
様
、
使
者
を
も
っ
て
伝
え
ま
す
。
お
返
事
く
だ
さ
い
。
以
上
。

飛
脚
に
て
申
し
上
げ
ま
す
。
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
吉
品
公
は
「
彦
太
夫

が
奉
公
に
出
な
い
間
は
、
三
国
へ
泊
り
が
け
の
鷹
狩
り
に
も
赴
く
こ
と
は
し
な
い
」

と
の
お
考
え
で
す
の
で
、
早
く
奉
公
に
出
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
吉
品

公
は
私
よ
り
「
急
ぎ
奉
公
に
出
る
よ
う
に
彦
太
夫
に
伝
え
よ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
先
日
の
貴
殿
よ
り
の
お
返
事
の
文
言
は
偽
り
だ
と
思
い
、
佐
久
間
治
部
右
衛

門
や
貴
殿
の
一
類
へ
伝
え
、
早
く
奉
公
に
出
る
よ
う
に
催
促
し
ま
し
た
が
、
現
在

も
長
々
と
養
生
で
府
中
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
貴
殿
が
不
在
の
間
は
三
国
へ
泊
り

が
け
の
鷹
狩
り
は
延
引
と
な
り
、
貴
殿
に
と
っ
て
恐
れ
多
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

早
く
奉
公
に
出
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　
　

一
〇
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
沼
官
兵
衛
在
判　

　
　
　
　
　
　
　

荒
川
彦
太
夫
様

尚
、
吉
品
公
は
「
彦
太
夫
が
少
し
で
も
早
く
奉
公
に
出
て
く
る
よ
う
に
」
と
の

お
考
え
で
す
。
多
少
で
も
快
復
す
れ
ば
、
早
く
奉
公
に
出
る
こ
と
が
肝
要
だ
と

思
い
ま
す
。
吉
品
公
は
貴
殿
よ
り
の
先
日
の
お
返
事
も
御
覧
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
書
状
の
お
返
事
も
御
覧
に
な
る
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
以
上
。

�

（
田
中
丈
敏
）

　
　
　

中
巻
―
第
一
一
話

一
南ミ

ナ
ミ

山ヤ
マ
ク
ウ
ネ
ン

空
念
法
師
ハ
八ヤ

飯イ
ヒ

村
ノ
産ム

マ
レナ

リ
シ
ガ
、
十
二
三
歳
ノ
時
ヨ
リ
荒
川
彦
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

太
夫
卜
順
方
ニ
召
仕
フ
、
後
寺
本
甚
左
衛
門
ト
号
ス
、
数
年
勤
仕
シ
、
槍
術

ヲ
学
ヒ
鷹
ヲ
ツ
カ
ウ
、
卜
順
寵
愛
深
ク
、
君
臣
水
魚
ノ
交
リ
ヲ
ナ
セ
リ
、
卜

順
死
シ
テ
後
仏
道
ニ
入
、
諸
国
ヲ
行ア

ン
ギ
ャ脚

ス
、
又
権
門
ノ
寵
ヲ
ウ
ケ
テ
六
十
余

州
ヲ
行
脚
ス
ル
事
両
度
、
後コ

ウ
ネ
ン年

当
国
ニ
皈
リ
、
赤
坂
山
ニ
観
音
ヲ
安
置チ

シ
傍

ニ
住ヂ

ウ

ス
、
貴
賤
群
参
ス
、
再
ビ
東
郷
南
山
ニ
ウ
ツ
シ
玉
ヒ
、
山
林
ヲ
寄
附
セ

ラ
ル
、

［
注
釈
］

　

○
南
山
空
念
…
俗
名
・
寺
本
甚
左
衛
門
に
同
じ
。『
越
前
人
物
志
』
で
は
「
寺
木
」
甚
左

衛
門
と
あ
る
。『
越
前
人
物
志
』
に
よ
る
と
鷹
狩
り
の
最
中
に
発
心
し
、
府
中
金
剛
院
の

朝
泉
和
尚
の
弟
子
と
な
っ
た
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
三
月
か
ら
諸
国
を
回
り
、
同

六
年
（
一
六
九
三
）
に
は
薩
摩
国
河
辺
郡
の
日
新
寺
で
観
音
を
感
得
し
た
と
い
う
。
越

前
に
帰
国
後
は
花
堂
に
庵
を
結
ん
で
そ
こ
に
住
ん
だ
と
あ
り
、
場
所
は
異
な
る
が
概
ね

本
文
と
も
合
致
す
る
。
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
没
。
○
八
飯
…
現
南
越
前
町
八
飯
。

日
野
川
左
岸
に
広
が
る
集
落
で
福
井
藩
領
（『
福
井
県
の
地
名
』）。
○
権
門
…
官
位
高

く
権
勢
の
あ
る
家
柄
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
○
六
十
余
州
…
全
国
（『
日
本
国
語
大

辞
典
』）。
○
赤
坂
山
ニ
観
音
ヲ
安
置
シ
…
『
福
井
県
の
地
名
』
に
よ
る
と
、
宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
）
空
念
は
肥
前
長
崎
で
得
た
補
陀
落
観
音
を
本
尊
と
し
、
福
井
城
下
の
赤
坂

町
に
観
音
堂
を
建
立
し
た
（『
越
前
人
物
志
』
で
は
花
堂
に
な
っ
て
い
る
）。
こ
の
観
音

堂
は
の
ち
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）、
南
山
（
東
郷
南
山
、
福
井
市
南
山
町
）
に
替
地
を

与
え
ら
れ
移
転
し
た
。
補
陀
落
山
普
門
寺
を
号
し
、
福
井
藩
主
の
帰
依
も
厚
か
っ
た
と

い
う
。
な
お
普
門
寺
は
現
在
も
南
山
の
地
に
残
る
。
曹
洞
宗
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

南
山
空
念
法
師
は
八
飯
村
の
生
ま
れ
で
、
一
二
、三
歳
の
と
き
か
ら
荒
川
彦
太
夫
卜
順
に

召
し
仕
え
た
。
の
ち
に
寺
本
甚
左
衛
門
と
号
し
、数
年
間
勤
め
、槍
術
を
学
び
鷹
を
使
っ
た
。

卜
順
の
寵
愛
は
深
く
、
君
臣
は
水
魚
の
交
わ
り
を
成
し
た
。
卜
順
が
死
ん
だ
の
ち
出
家
し
、

諸
国
を
行
脚
し
た
。
ま
た
権
門
の
庇
護
を
う
け
て
全
国
を
行
脚
す
る
こ
と
が
二
度
あ
っ
た
。

後
年
越
前
国
に
帰
り
、
赤
坂
山
に
観
音
を
安
置
し
て
そ
の
傍
ら
に
住
ん
だ
。
貴
賤
が
観
音

に
多
く
参
詣
し
た
。
二
度
目
に
観
音
を
東
郷
南
山
に
移
し
、
山
林
を
寄
附
な
さ
っ
た
。

�

（
徳
満　

悠
）

　
　
　

中
巻
―
第
一
二
話

一
高
田
三
郎
左
衛
門
ハ
徒
士
タ
リ
、
武
田
ノ
兵
略
ニ
達
ス
ル
ヲ
以
テ
、
其
門
ニ

遊
ブ
者
若ソ

コ
バ
ク干

、
後
騎
士
ニ
列レ

ツ

ス
、
少
禄
ヲ
喰
ム
ト
云
ヘ
ト
モ
、
威
儀
厳
重
、

常
ニ
玄
関
ヨ
リ
出
入
ス
、
若
党
出
テ
送
迎
ス
、
家
中
ノ
権
門
、
兵
法
ヲ
談
セ

ン
為
ニ
是
ヲ
招
ク
ト
云
ヘ
ト
モ
、
駕
ヲ
以
テ
迎
ヘ
サ
レ
バ
至
ラ
ズ
、
然
レ
ト

モ
上
下
弥
用
ユ
、
或
時
中
角
河
原
ニ
於
テ
、
地ヂ

雷ラ
イ
ホ
ウ炮

ヲ
試
ム
ル
、
火
ヲ
移
ス

ノ
時
刻
少
ク
オ
ソ
シ
、
暫
ア
ツ
テ
火
大
ヒ
ニ
発
ス
、
其
勢
ヒ
山
ヲ
裂
キ
、
河

水
逆サ

カ

登
ラ
ン
ト
ス
、
皆
人
魂
ヲ
消
ス
、
井
原
何
某
モ
行
テ
見
物
ス
、
事
終
リ

テ
三
郎
左
衛
門
ニ
謂
テ
曰
、
火
薬
ノ
法
調
フ
ト
云
ト
モ
、
火
ヲ
移
ス
ノ
時
刻

相
違
セ
リ
、
惜
ム
ベ
キ
者
カ
、
三
郎
左
衛
門
答
テ
云
、
我
ハ
只
火
薬
ノ
分
量

得
失
ヲ
試
ル
ヲ
以
テ
宗ソ

ウ

ト
ス
、
此
器
ハ
是
敵
千
万
人
ヲ
殺
ス
ノ
器
也
、
図ヅ

ニ

当
テ
用
ル
時
ハ
、
我
手
ヅ
カ
ラ
火
ヲ
取
テ
サ
ヽ
ン
、
千
万
人
ヲ
滅ホ

ロ
ボサ

ン
為
ニ
、

小
臣
ガ
一
命
ヲ
捨
ン
事
惜
ム
ニ
足
ズ
、
如
此
ナ
ル
時
ハ
、
刻
限
相
違
ス
ル
事

ナ
シ
、

［
校
訂
］

　

①
ツ
子
ニ
玄
冠
→
⑤
常
ニ
玄
関　

①
タ
ヽ
→
⑤
只
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［
注
釈
］

　

○
高
田
三
郎
左
衛
門
…
『
藩
士
履
歴
』
で
は
四
〇
〇
石
と
一
〇
〇
石
の
二
家
の
高
田
家

に
三
郎
左
衛
門
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
石
高
、
経
歴
か
ら
い
っ
て
後
者
を
指

す
か
。「
吉
品
給
帳
」
に
一
〇
〇
石
。
○
徒
士
…
江
戸
時
代
の
武
士
の
一
身
分
、
ま
た
武

家
の
職
名
。
徒
、
歩
行
と
も
書
く
。
武
士
身
分
と
し
て
は
将
軍
・
大
名
、
大
身
の
直
参
・

陪
臣
の
家
中
に
み
ら
れ
る
、
騎
乗
を
許
さ
れ
な
い
徒
歩
の
軽
装
（
最
下
級
、
准
士
格
）

の
武
士
を
言
う
（『
国
史
大
辞
典
』）。
○
遊
ぶ
…
他
の
土
地
に
行
っ
て
、
そ
の
風
景
な
ど

を
楽
し
む
、
遊
歴
す
る
、
ま
た
行
っ
て
学
ぶ
、
遊
学
す
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
○

若
干
…
多
い
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
○
威
儀
…
立
ち
居
ふ
る
ま
い
、姿
、か
た
ち
（『
日

本
国
語
大
辞
典
』）。
○
若
党
…
武
家
の
奉
公
人
。
○
中
角
河
原
…
九
頭
竜
川
流
域
の
吉

田
郡
中
角
村
（
福
井
藩
領
）
付
近
の
河
原
か
。
○
地
雷
炮
…
地
雷
の
一
種
か
。
○
魂
を

消
す
…
非
常
に
驚
き
怖
れ
る
、
肝
を
ひ
や
す
、
た
ま
し
い
を
ひ
や
す
（『
日
本
国
語
大
辞

典
』）。
○
井
原
何
某
…
井
原
源
助
（「
吉
品
給
帳
」
で
は
二
〇
〇
石
）
か
。
○
器
…
器
具
、

道
具
、
什
器
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

［
現
代
語
訳
］

　
　

高
田
三
郎
左
衛
門
は
徒
士
で
あ
る
。
武
田
流
の
兵
法
学
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
門
下
で
学
ぶ
者
も
多
か
っ
た
。
後
に
騎
士
に
列
し
た
。
少
禄
で
は
あ
っ
た
が
、

立
居
ふ
る
ま
い
は
厳
格
で
あ
り
、
常
に
玄
関
よ
り
出
入
り
し
、
奉
公
人
が
送
迎
し
て
い

た
。
家
中
の
有
力
者
が
兵
法
を
学
ぶ
た
め
に
三
郎
左
衛
門
を
招
く
と
き
も
、
駕
籠
を
も
っ

て
迎
え
な
け
れ
ば
赴
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
家
中
で
は
か
え
っ
て
重
く
用
い
ら
れ
た
。

あ
る
と
き
中
角
河
原
で
地
雷
炮
の
試
用
が
な
さ
れ
た
時
に
、
地
雷
炮
に
火
を
移
す
時
間

が
少
し
遅
く
、
し
ば
ら
く
し
て
火
が
大
き
く
な
っ
た
。
火
の
勢
い
は
山
を
裂
き
、
川
を

さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
で
居
合
わ
せ
た
人
は
み
な
肝
を
冷
や
し
た
。
井
原
何
某

も
そ
の
様
を
見
物
し
て
お
り
、
事
が
落
ち
着
い
た
後
に
三
郎
左
衛
門
に
言
っ
た
。「
火
薬

を
扱
う
方
法
を
調
べ
る
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
火
を
移
す
時
間
を
間
違
え
て
い
る
、

実
に
惜
し
い
も
の
だ
」
と
。
す
る
と
三
郎
左
衛
門
が
答
え
た
。「
私
は
た
だ
火
薬
の
量
の

違
い
に
よ
る
地
雷
炮
の
成
否
を
試
す
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
こ
の
道
具
は
多
く
の
敵
を

殺
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
思
っ
た
と
お
り
に
事
が
進
み
使
う
と
き
は
、
私
み
ず
か
ら

火
を
地
雷
炮
に
移
し
、多
く
の
敵
を
滅
ぼ
す
た
め
に
、命
を
か
け
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
。

そ
の
と
き
は
火
を
移
す
時
間
を
間
違
え
な
い
」
と
。

�

（
中
村　

賢
）

　
　
　

中
巻
―
第
一
三
話

一
真
田
五
郎
兵
衛
ハ
足
軽
大
将
ニ
テ
足
軽
六
十
人
ヲ
預
ル
、
常
ニ
威
愛
ヲ
以
テ

能
ツ
カ
ヒ
、
皆
能
帰
伏
ス
、
光
通
公
逝
去
シ
玉
フ
、
継ケ

イ

子シ

マ
シ
マ
サ
ヾ
ル
ニ

ヨ
リ
、
必
同
家
ヨ
リ
相
続
タ
ラ
ン
ト
云
、
五
郎
兵
衛
朋
友
ニ
語
テ
曰
、
若
吉

江
君
相
続
シ
玉
バ
、
我
仕
エ
ジ
、
是
ハ
前
ニ
吉
江
君
ヲ
疑
フ
事
有
ガ
故
ナ
リ
、

果
シ
テ
吉
江
君
相
続
シ
玉
フ
、
是
則
吉
品
公
也
、
五
郎
兵
衛
一
言
金
鉄
イ
ト

マ
ヲ
乞
フ
、
吉
品
公
其
人
品
ヲ
惜
シ
ミ
テ
免
シ
玉
ハ
ズ
、
種
々
辞
ヲ
ツ
ク
シ

テ
止
メ
玉
ヘ
ト
モ
キ
カ
ズ
、
故
ニ
松
岡
昌
勝
公
ニ
御
頼
ミ
ナ
サ
レ
扱ア

ツ
カ

ハ
セ
ラ

ル
、
昌
勝
公
出シ

ュ
ツ

福フ
ク

ノ
キ
ザ
ミ
、
態ワ

サ

ニ
真
田
ガ
門
前
ヲ
通
リ
玉
ヒ
テ
、
人
ヲ
シ

テ
真
田
ヲ
召
ス
、
真
田
ガ
曰
、
君
ノ
不フ

興キ
ヤ
ウ

ヲ
カ
ウ
ム
リ
タ
ル
身
ト
シ
テ
、
何

ゾ
貴
人
ニ
見
ヘ
ン
ト
云
テ
、
召
ニ
応
ゼ
ズ
、
使
再
三
ニ
及
ベ
ト
モ
不
出
、
既

ニ
昌
勝
公
、
駕
ヨ
リ
下
リ
玉
ヒ
、
自ミ

ヅ
カ

ラ
門
内
ニ
入
玉
ヒ
テ
真
田
ヲ
召
ス
、
真

田
辞ジ

ス
ル
事
能
ハ
ズ
、
上
下
ヲ
着
シ
出
テ
見マ

ミ

ユ
、
昌
勝
公
言コ

ト
バ

ヲ
ツ
ク
サ
レ
テ

宥ナ
タ

メ
玉
フ
、
真
田
答
テ
云
、
当
家
相
続
ノ
君
止
メ
玉
フ
サ
ヘ
固コ

ジ辞
ス
、
況
ン

ヤ
同
苗
ト
云
ヘ
ト
モ
、
他
ノ
君
止
メ
玉
フ
ニ
、
敢
テ
シ
タ
ガ
ヒ
ガ
タ
シ
、
謝

免
カ
ウ
ム
ラ
ン
ト
云
テ
、
其
心
決
セ
リ
、
昌
勝
公
詮セ

ン

方
ナ
ク
、
此
旨
ヲ
吉
品

公
ニ
告
玉
ウ
、
爰
ニ
於
テ
暇
ヲ
玉
ハ
ル
、
然
レ
ト
モ
尚
惜
ミ
玉
フ
事
甚
シ
、
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
一
号

真
田
屋
シ
キ
ヲ
清
メ
、
床
ニ
掛
物
ヲ
カ
ケ
、
花
ヲ
イ
ケ
テ
奉
行
ニ
渡
シ
、
妻

子
ミ
ナ
駕
ニ
ノ
リ
、
馬
ヲ
牽
カ
セ
、
槍
具
足
櫃
弓
立
美
々
シ
ク
シ
テ
旅
立
ヌ
、

組
ノ
足
軽
六
十
人
、
別
レ
ヲ
惜
ミ
テ
遠
ク
送
ル
、
真
田
再
三
辞ジ

ス
レ
ト
モ
キ

カ
ズ
、
既
ニ
鯖
江
ノ
岱ダ

イ

ニ
イ
タ
ル
、
真
田
カ
云
、
汝
等
ガ
厚
情
謝
ス
ル
ニ
処

ナ
シ
、
去
ナ
ガ
ラ
何
国
迄
送
来
ル
ト
モ
別
ル
ヽ
期ゴ

ナ
カ
ラ
ン
、
必
此
所
ヨ
リ

帰
ル
ヘ
シ
、
若
帰
ラ
ズ
ン
バ
我
モ
又
去
ジ
、
爰
ニ
於
テ
皆
帰
ラ
ン
ト
ス
、
真

田
悦
ヒ
、
酒
肴
ヲ
取
出
シ
テ
宴エ

ン

ヲ
ナ
シ
テ
別
レ
ヲ
オ
シ
ム
、
時
ニ
真
田
席
ヲ

正
シ
テ
、諸
人
ヲ
誡イ

マ
シメ

テ
曰
、汝
等
能
君
ニ
忠
ヲ
ツ
ク
セ
ヨ
、不
忠
ヲ
ナ
シ
テ
、

ア
レ
コ
ソ
真
田
ガ
仕
立
ノ
足
軽
ト
モ
ノ
仕シ

業ワ
サ

ヨ
ト
云
ハ
ル
ヽ
事
ナ
カ
レ
、
若

左
様
ノ
事
ア
ラ
バ
、
我
泉
下
ニ
赴
ク
ト
モ
、
深
ク
恨
ミ
ト
セ
ン
、
勿
論
武
芸

ノ
修
行
ヲ
コ
タ
ル
事
ナ
カ
レ
、
当
秋
目メ

当ア
テ

ヲ
ウ
タ
バ
当
リ
付
ヲ
見
セ
ヨ
、
是

我
思オ

モ
イ

出デ

ナ
ラ
ン
ト
云
テ
、
涙
数
行
、
諸
人
皆
鳴ナ

ク
、
カ
ク
テ
時
刻
ウ
ツ
リ
、

陽ヨ
ウ
レ
イ
ヒ
ツ
ジ

霊
未
ニ
至
リ
シ
カ
バ
、
互
ニ
後ウ

シ
ロヲ

顧
ミ
ツ
ヽ
、
南
北
エ
別
レ
サ
ル

［
校
訂
］

　

①
晦
→
⑤
暇　

①
趣
ト
モ
→
⑤
赴
ク
ト
モ　

①
涙
ス
コ
ウ
→
⑤
涙
数
行

［
注
釈
］

　

○
真
田
五
郎
兵
衛
…
幸
寛
。
八
〇
〇
石
、う
ち
三
〇
〇
石
与
力
三
人
、足
軽
六
二
人
（「
光

通
給
帳
」）。
松
代
藩
真
田
家
庶
流
の
越
前
真
田
家
。
光
通
死
去
後
に
福
井
を
退
去
し（「
国

事
叢
記
」）、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
吉
邦
の
時
に
帰
参
し
た
（「
諸
士
先
祖
之
記
」）。

帰
参
後
の
石
高
は
二
〇
〇
石
（
明
和
以
降
は
一
五
〇
石
）。
○
継
子
マ
シ
マ
サ
ヾ
ル
ニ
ヨ

リ
…
光
通
に
は
、
正
室
国
姫
と
の
間
に
子
が
な
く
、
男
子
は
側
室
の
子
直
堅
の
み
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
後
継
問
題
に
国
姫
の
実
父
松
平
光
長
が
介
入
し
圧
力
を
か
け
ら
れ
て
い

た
う
え
に
、
国
姫
が
子
の
無
い
こ
と
を
自
責
し
て
自
殺
し
た
。
光
通
自
身
も
こ
う
し
た

苦
境
の
な
か
、
後
継
ぎ
に
庶
弟
の
吉
江
藩
主
松
平
正
明
を
指
名
し
た
う
え
で
自
害
し
て

い
る
。
こ
の
後
継
問
題
は
お
家
騒
動
に
発
展
し
、
藩
内
が
直
堅
派
・
正
明
派
・
正
明
の

庶
兄
で
あ
る
松
岡
藩
主
松
平
昌
勝
派
の
三
派
に
分
か
れ
て
混
乱
し
て
い
た
。
○
吉
江
君

…
吉
江
藩
主
松
平
正
明
、
の
ち
福
井
藩
主
昌
親
・
吉
品
（
再
封
）。
○
当
秋
…
光
通
の

自
害
が
同
年
三
月
で
、
昌
親
が
同
年
五
月
に
は
相
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
の
秋
と
推
定
。
○
陽
霊
…
曜
霊
。
太
陽
の
こ
と
。

［
現
代
語
訳
］

　
　

真
田
五
郎
兵
衛
は
足
軽
大
将
で
足
軽
六
〇
人
の
統
率
を
任
さ
れ
て
い
た
。
常
に
威
厳

と
慈
愛
を
も
っ
て
足
軽
た
ち
を
指
揮
し
、
皆
こ
れ
に
よ
く
従
っ
て
い
た
。
光
通
公
が
ご

逝
去
な
さ
れ
、
後
継
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
世
間
で
は
、
必
ず
同
じ
家

筋
の
者
が
相
続
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
。
五
郎
兵
衛
が
友
人
に
語
る
に
は
、
も

し
吉
江
君
（
松
平
正
明
）
が
相
続
な
さ
れ
た
ら
、私
は
仕
え
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
以
前
、

正
明
公
に
対
し
不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
や
は
り
吉
江

君
が
相
続
な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
吉
品
公
で
あ
る
。

　
　

五
郎
兵
衛
は
一
旦
口
に
出
し
た
こ
と
は
破
ら
ず
暇
乞
い
を
し
た
。
吉
品
公
は
そ
の
人

柄
を
惜
し
ん
で
暇
乞
い
を
許
さ
な
か
っ
た
。
色
々
と
言
葉
を
尽
く
し
て
引
き
止
め
ら
れ

た
が
五
郎
兵
衛
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
吉
品
公
は
松
平
昌
勝
公
に
仲
立

ち
を
御
頼
み
に
な
ら
れ
た
。
昌
勝
公
は
出
福
の
折
に
、
わ
ざ
わ
ざ
真
田
の
屋
敷
の
前
を

通
ら
れ
、
使
い
を
出
し
て
真
田
を
召
し
出
し
た
が
、
真
田
は
、
主
君
の
不
興
を
買
っ
た

身
で
あ
り
、
貴
人
に
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
言
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
。
使
者
を
再

三
出
し
て
も
真
田
は
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
昌
勝
公
は
駕
籠
を
下
り
ら
れ
、
自
ら
門

内
に
入
っ
て
真
田
を
呼
び
出
し
た
。
真
田
も
固
辞
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
裃
を

着
用
し
て
対
面
し
た
。
昌
勝
公
は
言
葉
を
尽
く
し
て
説
得
さ
れ
た
。
真
田
は
「
お
家
を

相
続
さ
れ
た
主
君
の
制
止
さ
え
固
辞
し
た
の
に
、
ま
し
て
や
主
君
の
同
苗
と
は
い
え
、

他
の
主
君
の
制
止
に
、
特
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
」

と
答
え
て
、
そ
の
決
心
は
固
か
っ
た
。
昌
勝
公
も
仕
方
が
な
く
、
こ
の
旨
を
吉
品
公
に
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「
南
越
雑
話
」
輪
読
会　
「
南
越
雑
話
」（
五
）

報
告
な
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
暇
を
許
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
惜
し
ま
れ
る
こ
と

甚
だ
し
か
っ
た
。

　
　

真
田
は
屋
敷
を
清
掃
し
、
床
に
掛
け
軸
を
掛
け
、
花
を
活
け
て
奉
行
に
引
き
渡
し
、
妻

子
は
駕
籠
に
乗
り
、
馬
を
ひ
か
せ
て
、
槍
・
具
足
櫃
・
弓
な
ど
で
飾
り
立
て
、
旅
立
っ
た
。

組
下
の
足
軽
六
〇
人
は
、別
れ
を
惜
し
ん
で
遠
く
ま
で
見
送
り
を
し
た
。
真
田
は
再
三
断
っ

た
が
足
軽
た
ち
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
す
で
に
鯖
江
の
山
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。
真
田

は
「
お
前
た
ち
の
厚
情
に
は
感
謝
す
る
が
、
ど
の
国
ま
で
も
見
送
り
に
来
て
い
た
ら
別
れ

の
時
は
来
な
い
だ
ろ
う
。
も
う
こ
こ
で
帰
り
な
さ
い
。
も
し
帰
ら
な
い
の
な
ら
自
分
も
ま

た
こ
こ
か
ら
動
か
な
い
」
と
言
う
。
こ
う
し
て
足
軽
た
ち
も
帰
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
真

田
は
喜
ん
で
酒
と
肴
を
出
し
、
宴
を
開
い
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
そ
の
時
、
真
田
は
居
住

ま
い
を
正
し
て
、
皆
を
戒
め
て
「
お
前
た
ち
は
よ
く
主
君
に
忠
義
を
尽
く
せ
、
不
忠
を
な

し
て
、
あ
れ
が
真
田
の
教
え
た
足
軽
ど
も
の
行
い
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
に
せ
よ
、
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
私
は
あ
の
世
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

深
く
恨
み
を
残
す
だ
ろ
う
、
も
ち
ろ
ん
武
芸
の
修
行
は
怠
る
な
、
今
年
の
秋
に
弓
矢
の
的

を
射
て
、
そ
の
記
録
を
見
せ
つ
け
よ
、
私
を
思
い
出
す
よ
す
が
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
、

涙
を
流
し
た
。
皆
も
同
じ
よ
う
に
泣
い
た
。
こ
う
し
て
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
、
午
後
二
時

ご
ろ
に
な
る
と
、
互
い
に
後
ろ
を
振
り
返
り
つ
つ
、
北
と
南
に
別
れ
て
い
っ
た
。

�
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）




